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②自治会に加入しましょう
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◆今月の表紙

わたしたちは
自然を愛し　環境をととのえ

大田原を美しいまちにしましょう

■大田原市役所■

07 トピックス
第 34 回黒羽芭蕉の里全国俳句大会（結果）／
大田原市社会福祉協議会職員採用試験　ほか

■市民憲章■

13 健康おおたわら塾
認知症を正しく理解しましょう

03 特集
①大田原市消防団
②自治会に加入しましょう

28 八溝山周辺地域定住自立圏情報

29 スナップおおたわら

〒324-8641
栃木県大田原市本町１丁目４番１号
電　　話  ０２８７（２３）１１１１
業務時間  午前８時30分～午後５時15分㊊～㊎
延長窓口  午後５時15分～７時㊌
※市民課・国保年金課・税務課・子ども幸福課
　保育課・会計課のみ

目　次

25 地域のひろば
那須与一伝承館通信／黒羽芭蕉の館だより／
子ども未来館のお知らせ　ほか

14 市からのお知らせ
子育て／健康・福祉／年金・国保　ほか

　右の二次元コードからご覧ください。
　また、広報おおたわらの内容を音声で
聞くことができます。『音訳（デイジー）
版広報おおたわら』をご希望の方は、下
記へお問い合わせください。

福祉課　 ３階　 ０２８７（２３）８９２１

情報政策課　 ６階　 ０２８７（２３）８７００

　いただいたご意見・ご感想は、今後の
紙面づくりの参考とさせていただきます。

◆掲示板

　表紙は、大田原市を訪れたウエストコビナ市の生徒が、大雄寺
（黒羽田町）で座禅を体験している様子です。

　アメリカ合衆国のウエストコビナ市は、本市の姉妹都市で、隔
年で学生の相互派遣事業を行っています。
　今年度はウエストコビナ市から６名の生徒が来日し、座禅や藍
染、茶道などの日本の伝統文化を体験しました。

　マイナポイントの申請期限は９月末まで延長になりましたが、
マイナンバーカードの受け取りはお早めにお願いします。
　期限が近づくとカードの受け取りが集中し、マイナポイント
の期限内にカードの受け取りが困難になる可能性があります。
●日時　８月19日㊏、８月27日㊐、９月２日㊏、９月10日㊐
　　　　午前８時45分～正午、午後１時30分～４時30分
●場所　本庁舎２階市民課窓口
　　　　※南側玄関から入り、エレベーターをご利用ください。
●対象者　マイナンバーカードを申請済で、市から『交付通

知はがき』が届いた方　※事前予約が必要になります。
　【予約専用電話】　 ０２８７（２３）８７５５
●持ち物　①交付通知はがき、②暗証番号設定用紙、③身分証

明書（官公庁の発行した顔写真付きの物１点、または保険証
など２点）、④通知カード（お持ちの方のみ）、⑤住民基本台
帳カード（お持ちの方のみ）
市民課　本２階
０２８７（２３）８７５５

マイナンバーカードの休日交付【予約制】

最新情報はこちら

　ご自身で申し込みができない方のために、マイナポイントの
申請支援を行っています。
●日時・場所　上記「マイナンバーカードの休日交付」と同じ
●対象者
　　マイナンバーカードをお持ちの方（令和５年２月末までに

マイナンバーカードの申請を行っている必要があります）
※ 平日に手続きする場合は、２階エレベーター脇の専用窓口

をご利用ください。
※ 詳細は市HPをご覧ください。
●申請期限　令和５年９月末

 情報政策課　本６階　 ０２８７（２３）８７６６

マイナポイント休日申請支援実施中

▶「広報おおたわら」はホームページなど
でも閲覧できます

▶「広報おおたわら」のご意見・ご感想を
お寄せください

親園中学校での茶道体験の様子
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▶防災訓練への参加

▶消火訓練（操法訓練）

▶火災から住民を守るための火災予防や広報活動（夜警） 

▶市民や企業に対し、防災行動力を高めるための応急手

当普及活動（女性消防団員）

　消防団とは、消防組織法に基づき市に設置されている消防機関です。消防団員は非常勤特別職の地方公務員
となり、ほとんどの団員が普段の仕事と両立しながら活動を行っています。
　「火災現場で活動する人＝消防署の職員」と思われがちですが、実は８割以上が消防団員です。消防団は市民
の生活を守る重要な役割を担っています。

大田原市消防団
特集

地域とつながり 地域を守る

▶消防署と連携した消火活動 

▶住民の救助・救護活動や避難誘導 

▶逃げ遅れた人などの情報収集 

▶現場での広報および鎮火後の警戒活動

本　 危機管理課　　３階　　０２８７（２３）１１１５
問 大田原消防署庶務予防係　　０２８７（２８）５１００

　消防団の役割

平常時

災害時 

消防団

▲女性消防団員による応急手当普及活動の様子

▲大田原市消防団第９分団の競技の様子

７月９日開催　那須支部消防操法競技会

那須地区消防本部
大田原消防署 市長 団長

大田原地区

黒羽地区

湯津上地区女性消防団員連携

火災現場などでは消防署職員と連携し、被害を最小限に抑えるために活動します。

副団長
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団員の福利厚生
▶年額報酬（39,000 円～）個人支給
▶出動報酬　個人支給
▶公務災害補償制度
▶退職報償金制度
▶自動車運転免許取得費補助金（準中型、ＡＴ限定解除）など

　各分団の管轄地区　11分団 48 部

　大田原市消防団は新規団員を募集しています

第１分団（３部） 大田原東・西地区

第２分団（４部） 親園地区

第３分団（５部） 金田北地区

第４分団（４部） 野崎地区

第５分団（４部） 佐久山地区

第６分団（３部） 金田南地区

第７分団（７部） 黒羽地区

第８分団（５部） 川西地区

第９分団（５部） 両郷地区

第 10 分団（５部） 須賀川地区

第 11 分団（３部） 湯津上地区

大田原地区 黒羽地区

湯津上地区

※女性消防団員は本部直轄組織です。
※大田原市消防団では、令和５年度より湯津上地区において組織改編を行いました。詳細は広報おおたわら６
月号９ページをご覧ください。

　現在、若い方の担い手不足が課題となっています。地元や地域に貢献していただける方を随時募集しています。
18 歳以上で大田原市に居住、または勤務している方であれば入団することができます。興味のある方は危機管
理課または大田原消防署庶務予防係までお問い合わせください。

　平成 26 年度の結成当初から入団し、
今年で 10 年目となりました。
　主に企業や市民向けの応急手当普及
活動や、紙芝居を使った防災教室を通し
て知識を伝えています。地域との関わり
はもちろん、安心につながる知識が多く
身につくのも魅力の一つです。
　県内外でも女性消防団員の需要は高
まっており、令和６年度には栃木県で全
国女性消防団員活性化大会が開催され
ます。私は準備委員として、大会成功に
向け日々奔走しています。
　何か初めてみたい方、新しい自分を発
見したい方、ぜひ女性消防団員として一
緒に活動してみませんか？

班長　丸山 美由紀 さん女性消防団員

　昨年の組織改編にあたっては、
地元自治会長の皆さまにも団員
不足の現状や今後の課題につい
てご理解いただき、新入団員の
勧誘にご協力いただきました。
　今後も、地域とのつながりを
大切にしながら、地域の方に対
する協力の場をつくっていきた
いと思っています。よろしくお
願いします。

　組織改編により３つの分団が
１分団に統合し、年齢層の幅が
広がり、若い方も入団しやすい
環境が整いました。それに伴い、
団員の訓練意欲も高まりました。
　今後も、さらに団員の意識向
上をはかり、地
域に貢献できる
消防団にしてい
きたいです。

副団長　花塚 陽一 さん
大田原市消防団

第11分団
分団長　飯塚 和実 さん

大田原市消防団



自治会に加入しましょう

　自治会とは、より住みよい地域づくりのため、自主的な活動を行う住民の組織です。自治会では、地域の皆
さまが互いに協力し、親睦を深め、課題解決に取り組みながら、安全・安心なまちづくりを目指して活動して
います。市内には１６６の自治会があり、私たちの暮らしを身近なところで支えています。

　自治会は、地域に住む人と人をつなぐ、大切な組織です。また、自治会の活動は、私たちの生活に深く関わっています。

地域の皆さまが安全・安心に暮らせるように、幅広い活動を行っています。

※自治会によって活動内容は異なります。

特集

自治会の活動

安全な暮らしを守る

　防犯パトロールや防犯

灯の管理を行い、地域の

人々が安全・安心な生活

を送るための活動に努め

ています。

子どもや高齢者を見守る

　朝の登校時の通学路の

安全確保、高齢者の見守

りや敬老会の開催など、

地域全体での見守り活動

を行っています。

情報を伝える

「広報おおたわら」

や市からのお知ら

せなどを配布・回

覧しています。

災害に備える

　地震などの災害が起きたときの

ために、自主防災組織として避難

訓練などの防災活動を行い、日頃

から災害へ

の備えと連

携に努めて

います。

ふれあいの場をつくる

　住民同士の交流が生まれる
お祭りやスポーツ大会などの
イベントを開催して、子ども
から大人まで楽しめる「ふれ
あいの場」をつくっています。

まちをきれいにする

　地域の草刈り、ごみステーショ

ンの管理や掃除、花を植える活動

などを行い、地域環境の美化に

努めています。

花いっぱい運動野崎桜まつり 公民館対抗グラウンドゴルフ大会

2023.85

本　 政策推進課　　６階　　０２８７（２３）８７１５



 ・地域の人とのつながりが生まれます。

 ・近所同士が顔見知りとなり、助け合える関係が生まれます。

 ・自治会活動に参加することで、地域の人と交流できます。

 ・行政や地域の学校などからの情報を回覧で知ることができます。

Q 自分が住んでいる地域がどの自治会にあたるのかを知りたい。

A ご近所の方に聞くか、政策推進課【　０２８７（２３）８７１５】に

お問い合わせください。

Q 自治会のルールや規則はどのように決まっているのですか。

A 自治会の総会において協議され、自治会会員の同意を得て決まっ

ています。

Q 大田原市役所（行政）は自治会とどのような関係にありますか。

A 自治会は自主的な活動を行う住民の組織ですので、大田原市役所

（行政）が自治会組織に介入することはありません。なお、行政と

の連絡調整や市のイベントなどへの協力をお願いすることがあり

ます。

　自治会の有志が集まり、百村川の清掃を行っています。

百村川は大田原中学校と美原運動公園に面しています。月

に１回、ごみ拾いを中心とした清掃活動を行い、大田原中

学校の生徒と交流しながら合同の清掃活動を行ったことも

あります。平成 19 年から活動が始まり、今年で 16 年目

を迎えました。長年の清掃活動が評価され、福田富一県知

事より感謝状が贈られました。

　公園を利用する方々に気持ち良く利用していただくた

め、また、親しみを持っていただくために、活動が続けら

れています。

【取材協力：百村川せせらぎを守る会、西原自治会】

活動紹介　●百村川せせらぎを守る会（西原自治会）

　コロナ禍により、隣近所の交流も難しい状

況が続きました。無理のない範囲で、人と人

とを結ぶ自治会活動に参加することをきっか

けに、地域住民と顔見知りになりませんか。

いざというときに助け合える地域のつながり

は、ありますか？

　新型コロナウイルス感染症の発生から３年

が経過し、人や自治会の活動が再開する方向

で動き始めています。自治会の活動が再開さ

れることで、地域の活性化にもつながります。

自治会に加入するメリット

 ・公園などが荒れてしまい、地域の環境美化が保たれなくなると、

治安の悪化が懸念されます。

 ・住民同士が知り合う機会が減り、災害発生時の避難や救助活動に

遅れが生じる可能性があります。

もし自治会がなくなってしまったら ･･･

　自治会への入会は、お住まいの地域の自治

会長、班長（組長）にお申し出ください。

　自治会長の連絡先が分からない場合は、政

策推進課へお問い合わせください。

自治会に入るには

自治会Ｑ＆Ａ

自主防災訓練

62023.8
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体県立県北体育館黒黒羽庁舎

湯湯津上庁舎本本庁舎ト ピ ッ ク ス
新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期となる場合があります。
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメールなどでお知らせします。
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黒羽芭蕉の里全国俳句大会（結果）
第 34 回 　黒羽芭蕉の里全国俳句大会事務局（文化振興課内）

　４階　　０２８７（２３）３１２９本

　６月 25 日、ホテル花月で、第 34 回黒羽芭蕉の里全
国俳句大会が開催されました。
　事前に募集した自由題の部には、全国各地の 533 名
から 2,147 句の応募があり、大会当日の席題の部には、

「蝶」「夏の蝶」「六月」という席題のもと、124 名が投
句しました。

　選者には、中原 道夫 先生をはじめ４名の先生方をお
招きして選句をしていただきました。
　また、俳句雑誌「澤」主宰の小澤 實 先生による講演会

「おくのほそ道を歩く」が開催されました。
　今回入賞した作品と作者は次のとおりです。（推薦・
特選のみ、敬称略）

大田原市社会福祉協議会職員採用試験
問申大田原市社会福祉協議会　 １階
〒 324-0041　大田原市本町１－３ー１

０２８７（２３）１１３０
を原則とする

②郵送による申込
　受付期間内の消印のあるもの（９月 11 日㊊まで）

に限る
●試験日
▶第一次試験　10 月８日㊐
▶第二次試験　11 月中旬予定
▶最終合格発表　11 月 30 日㊍
●採用予定日　令和６年４月１日
●その他
・採用試験要領、申込書などは大田原市社会福祉協議

会本所、湯津上支所、黒羽支所にて配布します。
・受付期間に本会　から、職員採用試験申

込書などをダウンロードして使用するこ
とができます。

●職種および人員　一般事務　若干名
●受験資格　次の①～③すべてに該当する方
①社会福祉協議会職員として地域福祉の推進に携わって

いく意欲と熱意のある方
②昭和 63 年４月２日から平成 18 年４月１日までに生

まれた方
③普通自動車運転免許を有する方
●試験内容　教養試験・事務能力検査・適性検査・作

文試験・口述試験
●受付期間　８月１日㊋～９月 11 日㊊平日午前８時

30 分～午後５時
●申込方法
①持参による申込
　受験申込は大田原市社会福祉協議会本所（大田原市

本町１丁目３番１号）へ申込書などを持参すること

HP

Ａ別館
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●期日　８月 15 日㊋
※荒天の場合は８月 16 日㊌に延期します。
●場所　那珂川河川公園
●内容
▶縁日コーナー（正午から）
▶オープニングセレモニー
　（午後７時～７時 30 分）
▶花火大会（午後７時 30 分～９時）
※内容が一部変更になる場合があります。
■来場者へのお願い
▶立入禁止の花火打ち上げ区域内は非常に危
険です。絶対に入らないでください。
▶那珂橋歩道や那珂川歩道橋では、通行の妨
げにならないよう、立ち止まらずに歩いて
ください。
■交通規制
【黒羽商工会脇出入口】
▶午後７時～ 10 時　車両進入禁止
▶午後８時 30 分～ 10 時　国道 294 号へは
全車両左折禁止（全車両右折のみ）

【烏山信用金庫脇】
▶正午～午後 10 時　車両通行止め
※黒羽商工会脇出入口をご利用ください。
黒羽商工会
０２８７（５４）０５６８
大田原市観光協会
０２８７（５４）１１１０

芭蕉の里くろばね夏まつり

夏
ま
つ
り
会
場

会場周辺案内図
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道
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●
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●
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山
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黒羽田町
公園
●

至那珂川町

至那珂川町

国道461号

湯坂川

那珂橋

那珂川歩道橋

至那須町

300
台

至ＪＲ那須塩原駅

高岩大橋

駐
車
場

【出入口】黒羽商工会脇

●黒羽商工会

19:00~22:00

20:00~22:00
車両進入禁止

車両左折禁止
（全車両右折のみ）

歩行者専用路

烏山信用金庫脇

●烏山信用
　金庫

車両通行止め

花
火
打
ち
上
げ
区
域

立
入
禁
止

国道46
1号

至
大
田
原
市
街
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台

駐
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×

×

12:00
~22:00×

夏に気を付けたい子どもの感染症 問健康政策課　本３階　　０２８７（２３）８９７５本

　感染症予防の基本は、手洗い、うがい、栄養・睡眠をとることです。症状が見られるときは、早めに医療機
関を受診してください。

（参考）国立感染症研究所ホームページ、厚生労働省ホームページ、栃木県ホームページ

病名 潜伏期間 症状 予防対策

咽頭結膜熱
（プール熱） ５～７日

・38℃～ 39℃の発熱
・のどの痛み、結膜炎など
・プールの水を介して流行することがある
ことから「プール熱」とも呼ばれている

・手洗い、うがいをしましょう。
・プールの後はシャワーを浴び、うが
いをしましょう。
・タオルやハンカチの貸し借りは避け
ましょう。

ヘルパン
ギーナ ２～４日

・突然の38℃～40℃の発熱
・のどの痛み、口の中に小さな水疱、ただれ
・痛みによる不機嫌や食欲不振
・ごく稀に髄膜炎などを起こすことがある

・手洗い、うがいをしましょう。
　特に、おむつ交換など便を扱った場
合は入念な手洗いが必要です。
・タオルやハンカチの貸し借りは避け
ましょう。
・脱水を防ぐため、水分を十分に補給
しましょう。

手足口病 ３～５日 ・手、足、口の中に小さな水疱ができる・軽度の発熱（罹患者の３分の１）
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定員適正化計画の概要および進捗状況

人事評価の実施状況

人件費の状況（普通会計決算）
区分 住民基本台帳人口（令和４年１月１日） 歳出額（千円）人件費（千円）人件費率 令和２年度の人件費率

令和３年度 70,194人 33,833,531 4,859,493 14.4％ 11.5％

　本市では、公平な評価によって職員の能力開発と業務改善を促し、公務効率の向上および組織の活性化を図
ることを目的とした人事評価制度を導入しています。
●能力評価　職務遂行の過程において発揮された職員の能力を客観的に評価しています。
●業績評価　職員があらかじめ設定した業務目標の達成度またはその他設定目標以外の取り組みにより、その
業務上の業績を客観的に評価しています。
●被評価者の範囲　人事評価の対象となる職員は、評価期間に在職する一般職の職員としています。
●評価期間　毎年４月１日～９月30日を上期とし、10月１日～翌年の３月31日を下期としています。
●人事評価の結果の活用　人事評価の結果は、被評価者の給与、その他の人事管理の基礎として活用しています。
　評価者は、人事評価の結果を職員の人材育成に積極的に活用するよう努めています。

　総務課　　６階　　０２８７（２３）８７０２本大田原市　人事行政の運営状況

職員数（人） 増減 主な
増減理由Ｒ４ Ｒ５

一般行政
部門

議　会 ６ ６
総　務 134 133 ▲ １ ①
税　務 36 37 １ ②
民　生 93 93
衛　生 40 39 ▲ １ ③
労　働 ２ ２
農林水産 35 35
商　工 ８ 10 ２ ④
土　木 50 48 ▲ ２ ⑤
小　計 404 403 ▲ １

特別行政
部門

教　育 91 85 ▲ ６ ⑥
小　計 91 85 ▲ ６

公営企業等
会計部門

水　道 10 9 ▲ １ ⑦
下水道 13 13
その他 38 39 １ ⑧
小　計 61 61

合　計 556 549 ▲ ７

部門別職員数の状況と主な増減理由 職員の任用状況（令和５年４月１日現在）
・競争試験による採用者数
・その他

16 人
３人

職員の退職状況（令和４年度中）
・定年退職 16 人 ・応募認定退職 ２人
・普通退職 ９人 計 27 人

（各年４月１日現在）

主な増減理由

※職員数は、地方公務員の身分を有する休職者・
派遣職員を含み、市長・副市長、教育長、臨時・
非常勤職員、任期付職員、会計年度任用職員、
一部事務組合への派遣職員を除く。

①育児休業などの職員の減
②税務業務の充実による増
③育児休業取得による減
④商工業務充実による増
⑤再任用短時間勤務職員配置による減
⑥国体推進課廃止による減
⑦水道事業業務の一部移管による減
⑧コロナ禍後の業務充実による増

●計画期間　令和３年度～令和７年度の５年間
●基本方針の概要
　①職員の定年延長に伴い、基準職員数を令和４年４月１日の職員数である556名とする（令和20年４月１日に
　　基準職員数となるよう調整する）。
　②60歳以下の行政職職員の割合を85％以上とし、新規採用職員数（行政職）を毎年度８名以上とする。
　③年度ごとに60歳以下の行政職の職員数が大幅な増減とならないように調整する。
　④行政需要の変化、行政改革の進捗度、業務量の増減、職員の年齢構成および他市町の状況などから定期的な現
　　状把握と計画変更を実施する。

※実績職員数は、地方公務員の身分を
有する休職者・派遣職員を含み、市長・
副市長、教育長、臨時・非常勤職員、
任期付職員、会計年度任用職員、一
部事務組合への派遣職員を除く。

●進捗状況の概要
期日 R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1 R7.4.1

職員数(人)
計画（Ａ） 560 555 549 557 563

実績（Ｂ） 559 556 549

計画と実績の差（Ｂ）－（Ａ） ▲ 1 1 ０
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※「給与」は「給料」に「諸手当」を加えたものです。

一般行政職の級別職員数の状況
区分 ８級 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

標準的な職務内容 参事（部長）副参事（課長）総括主幹（課長補佐）主幹（係長） 副主幹 主査 主任 主事
職員数（人） 11 25 17 79 61 141 35 37
構成比（％） 2.7 6.2 4.2 19.5 15.0 34.7 8.6 9.1

（令和４年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

大田原市 309,200円 372,047円 40.5歳 308,300円 345,625円 51.7歳

国 323,711円 42.5歳 286,570円 51.5歳

職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢の状況 （令和４年４月１日現在）

特別職の報酬などの状況

区分 給料・報酬月額
（令和４年４月１日現在）

期末手当
（令和４年度支給割合）

市長
副市長

970,000円
760,000円

６月期
12月期

計

1.625月分
1.675月分
3.300月分

区分 給料・報酬月額
（令和４年４月１日現在）

期末手当
（令和４年度支給割合）

議長
副議長

議員

500,000円
435,000円
406,000円

６月期
12月期

計

1.625月分
1.675月分
3.300月分

・平均取得日数…13.1日　　　・取得率…65.5％
※育児休業取得者を除きます。

・育児休業取得者…10人　　・介護休暇取得者…０人

・承認件数…41件
・従事内容…農林業：14件、その他：27 件

・認定件数…４件

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
経験年数 10年 20年 25年 30年

一般行政職
大学卒 253,836円 341,164円 377,183円 387,106円
高校卒 235,100円 ― 334,629円 381,270円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合、採
用後の年数をいいます。

職員の初任給の状況
区分 大田原市（国）

一般行政職
大学卒 182,200円

（182,200円）

高校卒 150,600円
（150,600円）

（令和４年４月１日現在） （令和４年４月１日現在）

※退職手当の１人当たりの平均支給額は、令和４年度に退職した職
員に支給された平均額です。

主な職員手当の状況（２）
区分 内　　容

期末手当
勤勉手当

（令和４年度）

６月期 12月期 計

期末手当  1.200   1.200 2.40

勤勉手当   0.950  1.050 2.00（職務上の段階、職務の級
等による加算措置有）

退職手当
（令和４年度）

支給率 自己都合 応募認定・定年 その他の加算措置
勤続20年 19.6695 24.586875

・応募認定退職
　２～45％加算

・一人あたりの平均支給額
　自己都合：5,375千円
　応募認定・定年：20,635千円

勤続25年 28.0395 33.270750

勤続35年 39.7575 47.709

最高限度額 47.709 47.709

主な職員手当の状況（１）
区分 内　　容

扶
養
手
当

①配偶者：6,500円
②子：10,000円
　満 16 歳の年度初めから満 22 歳の年度末
　までの子についての加算：5,000円
③父母など：6,500円
※行政職給料表８級の者にあっては、
　①および③の支給額は 3,500 円

住
居
手
当

賃貸住宅
①家賃が27,000円以下の場合
　家賃の月額から16,000円を控除した額
②家賃が27,000円を超える場合
 （家賃月額－27,000円）×1/2 + 11,000円
※支給限度額：28,000 円

地
域
手
当

支給率　６％
※国の制度（支給率）６％

単位：月分（令和４年４月１日現在）

営利企業等従事の状況（令和４年度）

年次有給休暇取得の状況（令和４年度） 育児休業および介護休暇取得者数（令和４年度）

公務災害補償の実施状況（令和４年度）

※一般行政部門と教育部門の一般職の給与費の決算額です。職員手当には退職手当を含みません。

職員の給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
（Ａ）

給与費（千円） １人当たり給与費
（Ｂ）／（Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

令和３年度 499人 1,894,504 310,169 777,241 2,981,914 5,976千円
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職員の福利厚生（大田原市職員互助会）の状況
●概要　大田原市職員互助会は地方公務員法第 42 条の

規定に基づき、職員の福利厚生事業を実施するため
組織されたもので、職員などの掛金と大田原市など
の交付金をもとに次のような事業を実施しています。
●会員数　568人　
　※令和５年４月１日現在。
　※会員数には公益的法人などの職員を含みます。

【令和４年度決算額】

収
　
入

科目 収入額（円）
会員掛金 5,552,416

交付金 0
繰越金 2,931,271
繰入金 2,985,000
雑収入 6,967,368

合計 18,436,055

支
　
出

科目 支出額（円）
給付事業費 4,053,440
厚生事業費 13,757,286

研修費 264,591
事務局費 191,496

予備費 0
合計 18,266,813

不利益処分に関する不服申し立て、職員からの苦情、勤務条件に関する措置の要求の状況

職員の退職管理の状況

職員研修の実施状況
研修区分 実施件数（件）参加人数（人）

那須地区広域行政事務組合が実施する研修 18 233
栃木県市町村振興協会が実施する研修 24 47
大田原市が実施する研修 ６ 146
派遣研修（栃木県） １ ２

合計 49 428

（令和４年度） 職員の健康管理の状況
●定期健康診断など
　実施回数 ６回／受診者数　220人
●人間ドックなど
　受診者数 　370人
●その他の健診など
　Ｂ型肝炎抗原・抗体検査　15人
　歯科健診　122人

（令和４年度）

　係属事案はなく、新たな措置要求はありませんでした。

●会員の掛金のみで実施している事業　給付事業（慶弔金や見舞金の給付）、駐車場事業（職員の駐車場使用料の
一部助成）、地域奉仕活動、芸術鑑賞等助成、生涯学習助成、ボウリング大会助成事業（中止）、リフレッシュ
宿泊助成、災害ボランティア活動助成、退職者送別会実施事業（中止）、国体ポロシャツ購入助成、市内飲食
店支援助成

　本市では、「地方公務員法第 38 条の２及び第 60 条第４号から第７号」までの規定に基づき、「大田原市職員の
退職管理に関する規則」を制定し、職員の退職管理の適正を確保するための措置に関し、必要な事項を定めてい
ます。
　同法第38条の２第６項第６号に基づき、 離職後に営利企業などに再就職した元職員は、離職前５年間に在
職していた地方公共団体の執行機関の組織などの職員に対して、当該営利企業などまたはこの子法人と在職し
ていた地方公共団体との間の契約等事務について、離職後２年間、職務上の行為をするように、またはしない
ように現職職員に要求・依頼することを禁止しています。

　市議会６月定例会で同意を得て、次の 17 名の方々が任命されました。任期は令和５年７月 20 日から令和８
年７月 19 日までです。（敬称略）

農業委員会委員の任命について 　総務課　　６階　　０２８７（２３）８７０２本

分限処分および懲戒処分の状況

区分 処分者数（人） 区分 処分者数（人）
降任 ０ 休職 ３
免職 ０ 降級 ０

合計 ３

区分 処分者数（人） 区分 処分者数（人）
戒告 １ 停職 ０
減給 ０ 免職 ０

合計 １

●分限処分者 ●懲戒処分者

※分限処分とは、公務の能率の維持やその適正な運営
の確保の目的から、勤務成績不良、心身の故障など
のため職員が十分職責を果たせない場合に、職員の
意に反して行う処分です。

※懲戒処分とは、公務員としてふさわしくない非行が
ある場合に、職員の一定の義務違反に対する道義的
責任を問い、公務における規律と秩序を維持するこ
とを目的とした処分です。

（令和４年度）

荒井　一夫（再任　富池）
助川　悦夫（再任　小滝）
佐藤　　孝（再任　美原２丁目）
渡邊　和子（新任　薄葉）
笹沼　保治（再任　河原）
鈴木　賢一（再任　桧木沢）

屋代　幸子（再任　須賀川）
阿見　　芳（再任　北滝）
唐橋　洋子（再任　上石上）
津久井勝之（再任　上奥沢）
古沢　成子（新任　南金丸）
秋本　則夫（再任　蛭畑）

植竹　裕子（新任　湯津上）
郡司　裕一（再任　佐良土）
相馬　和恵（再任　実取）
岩城　善広（新任　親園）
越沼　　良（再任　末広１丁目）
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　市では、地球温暖化防止対策に率先して取り組んでいます。本計画（第５期計画）では、基準年度を平成 25 年
度として、令和７年度までに二酸化炭素排出量を 15％削減することを目標としています。令和４年度の取り組
み結果は次のとおりです。今後も目標達成に向けて積極的な取り組みを実施していきます。

項目 基準年度値（a）
目標 結果

目標値 増減率 Ｒ４実績値（b） 比較（b/a-1）

二酸化炭素排出量 10,157 t 8,633 t -15 % 7,694 t -24.2 %

電力使用量 13,571,000 kWh 12,756,740 kWh -6 % 12,901,365 kWh -4.9 %

庁舎燃料使用量
（原油換算値） 801,000 L 736,920 L -8 % 726,533 L -9.3 %

車両燃料使用量
（原油換算値） 406,000 L 369,460 L -9 % 329,102 L -18.9 %

用紙使用量 15,208,000 枚 11,406,000 枚 -25 % 12,162,018 枚 -20.0 %

水道使用量（※１） 162,000 ㎥ 162,000 ㎥ 基準年度以下にする 104,007 ㎥ -35.8 %

廃棄物量 183,000 kg 172,569 kg -5.7 % 150,762 kg -17.6 %

リサイクル率（※２） 18.5 % 33.0 %

グリーン購入率（※３） 100 % 97 % 　

大田原市役所地球温暖化防止実行計画（事務事業編）取組結果
令和４年度

※１　水道使用量の基準年度値は指定管理等施設の使用量を含まないため、Ｒ４実績値は指定管理等施設の使用
　　　量を除いた数値です。
※２　リサイクル率 ＝ 資源ごみの量 ÷ ごみ全体量
※３　「大田原市役所グリーン購入基本方針」で定める物品（環境への負荷ができるだけ少ないもの）などの購入

割合で、グリーン購入率 ＝ 環境配慮物品調達額 ÷ 年間総調達額

就学時健康診断
もうすぐ１年生

　学校教育課　本４階　　０２８７（２３）３１２４本

　生活環境課　　２階　　０２８７（２３）８７７５本

●日程　右表のとおり
※受付時間：午後１時～１時 20 分（学校によって受付時間が異

なる場合があります。通知をご確認ください。）
　健診全日程終了予定時間：午後４時30分
●対象者　平成29年４月２日～平成30年４月１日に生まれたお

子さま
●内容　医師による内科、歯科、眼科の診察および発達スクリー

ニング検査など（お子さまが診察や検査をしている間、保護者
の皆さまには教育委員会や学校からの説明などがあります。）

●持ち物　就学時健康診断票、上履き、下履き入れ（児童用・
保護者用）、ハンカチ（児童用）、着脱しやすい上下わかれた
服装（児童用）、筆記用具（保護者用）

※当日の来校者は、原則、受診するお子さまと保護者（付き添い）
１名までとします。

日程 入学予定校 健診会場

９月22日㊎ 黒羽小、須賀川小、
両郷中央小 黒羽小

９月25日㊊ 親園小、宇田川小、
佐久山小 宇田川小

９月27日㊌ 佐良土小、湯津上
小、蛭田小 湯津上小

９月29日㊎ 大田原小 大田原小

10月２日㊊ 奥沢小、金丸小 奥沢小

10月３日㊋ 川西小 川西小

10月13日㊎ 紫塚小 紫塚小

10月16日㊊ 西原小 西原小

10月23日㊊ 市野沢小、羽田小 市野沢小

10月25日㊌ 薄葉小、石上小 薄葉小

　来年４月に小学校に入学するお子さまの健康診断を次のとお
り実施しますので、必ず受診してください。保護者の皆さまに
は、８月下旬から順次、案内通知と就学時健康診断票を郵送し
ます。通知が届かない場合は、学校教育課までご連絡ください。
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　熱中症の発生は７～８月がピークとなり、熱中症患者のおよそ半数は 65 歳以上の高
齢者です。高齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能が低下しており、暑さに対するか
らだの調節機能も低下しているので注意が必要です。暑さを避け、こまめに水分補給を
しましょう。

認知症とは
　「認知症」とは、さまざまな脳の病気により、脳の神経細胞の働きが徐々に低下し、認知機
能（記憶、判断力など）が低下して、社会生活に支障をきたした状態をいいます。
　本市の令和３年度要介護認定審査会において新規申請をおこなった方の介護が必要になった
主な原因は、認知症が 24.7％と最も多く、とても身近なものになってきています。

認知症を正しく理解しましょう

　急速な高齢化の進展に伴い認知症の人が増加している現状から、令和５年６月 14 日に「認知症基本法」が成立
しました。誰もがかかる可能性のある認知症ですが、早期に発見し治療を始めれば、症状を軽減し進行を遅ら
せることができます。早めの気づきの大切さを知り、認知症について正しく理解しておきましょう。

　認知症の原因は様々で、最も多いのはアルツハイマー型認知症、その他に脳血管性認知症、レビー小体型認
知症、前頭側頭型認知症などがあります。

　認知症の予防とは、認知症にならないという意味ではなく、認知症になるのを遅らせる、認知症になっても
進行を緩やかにするという意味で、「認知症施策推進大綱」に基づいて様々な取り組みが進められています。
　運動不足の改善、糖尿病や高血圧症などの生活習慣病の予防、社会参加による社会的孤立の解消や役割の保
持などが、認知症の発症を遅らせることができるといわれています。例えば、定期的な運動習慣を身に付けたり、
バランスの良い食事を心掛けたりと、普段からの生活管理が認知症のリスクを下げると考えられています。で
きることから意識してみましょう。

熱中症・脱水に注意！

＊認知症の原因としては
最も多い。
＊記憶障害（もの忘れ）か
ら始まることが多い。
＊最近のことを忘れる。
＊身体機能も低下するこ
とが多い。

1高齢者幸福課　　　　　　　 0287（23）8757
2中央地域包括支援センター　 0287（20）1001
　（大田原、紫塚、金田地区）
3西部地域包括支援センター　 0287（20）2710
　（西原、親園、野崎、佐久山地区）
4東部地域包括支援センター　 0287（53）1880
　（黒羽、湯津上地区）

　スマホから二次元コードを読み込んで、簡
単な質問に答えると認知症の簡易チェックが
受けられます。医学的な診断基準ではありま
せんが、暮らしの中での目安として参考にし
てください。

＊脳梗塞や脳出血といった脳血管障
害によって、一部の神経細胞に栄
養や酸素が行き渡らなくなり認知
症をきたす。
＊認知機能の低下がまだらに起き
る。
＊片麻痺、嚥下障害、言語障害など
の症状が多く見られる。

高齢者幸福課　本３階
０２８７（２３）８７５７

アルツハイマー型認知症

認知症についての相談 これって認知症？（認知症簡易チェッカー）

脳血管性認知症

認知症の予防

認知症の原因

局所的な
脳のダメージ

脳が縮んで
しまう
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の
あ
る
方
の
中
に
は
、
自
分

か
ら「
困
っ
て
い
ま
す
」と
伝
え
る
こ

と
が
苦
手
な
方
が
い
ま
す
。
こ
の
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
は
、
障
害
の
あ
る
方
や

支
援
が
必
要
な
方
が
い
ざ
と
い
う
と

き
に
、
必
要
な
支
援
や
配
慮
を
周
囲

の
人
に
お
願
い
し
や
す
く
す
る
た
め

の
カ
ー
ド
で
す
。

●
対
象
者
　
身
体
・
知
的
お
よ
び
精

神
に
障
害
が
あ
る
方
、
難
病
の

方
、
病
気
や
け
が
に
よ
り
支
援
が

必
要
な
方

※
手
帳
な
ど
の
所
持
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
配
布
場
所
　
福
祉
課
、
各
支
所
総

合
窓
口
課

問
福
祉
課
　
本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
２
１

●
対
象
者　

心
身
に
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
父
母
、
ま
た
は
そ
の
養
育
者

※
た
だ
し
、
障
害
を
支
給
事
由
と
し

て
い
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
お
よ
び
施
設
に
入
所
し
て
い

る
方
は
除
き
ま
す
。

1
１
級
に
該
当
す
る
障
害
程
度

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
及
び
２
・

３
級
の
一
部
の
方（
診
断
書
に
よ

る
判
定
と
な
る
場
合
有
り
）

・
重
度
の
知
的
障
害
の
あ
る
方

・
右
記
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方

2
２
級
に
該
当
す
る
障
害
程
度

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
・
４
級
の
一

部
の
方（
診
断
書
に
よ
る
判
定
と

な
る
場
合
有
り
）

・
療
育
手
帳
Ｂ
１
の
方（
診
断
書
に

よ
る
判
定
）

・
右
記
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
方

●
所
得
制
限
　
受
給
対
象
者
や
そ
の

配
偶
者
、
同
居
の
扶
養
義
務
者
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
の
方
の
前
年
所

得
が
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期となる場合があります。
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメールなどでお知らせします。

市 か ら の お 知 ら せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支

援
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

国
際
医
療
福
祉
大
学
看
護
学
科

マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス
参
加
者
募
集

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
ご
存
知
で

す
か
？

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
お

知
ら
せ

ひとり親
世帯

ひとり親
世帯以外

問
申

本

問

本

問
申

HP
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る
場
合
は
、
支
給
対
象
外

●
手
当
額（
令
和
５
年
４
月
現
在
）

・
１
級
…
月
額
５
万
３
７
０
０
円

・
２
級
…
月
額
３
万
５
７
６
０
円

※
４
・
８
・
11
月
に
４
か
月
分
を
ま
と

め
て
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
２
１

　

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
や
介
護
の

仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

介
護
の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
学

べ
る
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

▼
第
１
回
９
月
12
日
㊋
▼

第
２
回
９
月
26
日
㊋
▼
第
３
回

10
月
３
日
㊋
▼
第
４
回
10
月
17

日
㊋（
全
４
回
、
計
22
時
間
）

●
場
所　

本
庁
舎
３
０
１
・
３
０
２

会
議
室

●
内
容　

介
護
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
や
技
術
の
習
得（
修
了
者
は

介
護
職
員
初
任
者
研
修
な
ど
の

科
目
が
一
部
免
除
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
全
日
程
参
加
可
能
な
18
歳

以
上
の
方

●
費
用　

無
料

●
定
員　

10
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　

募
集
チ
ラ
シ
ま
た

は
市　

か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
８
月
１
日
㊋
～
25
日
㊎
に

高
齢
者
幸
福
課
へ
直
接

持
参
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み

問
申
高
齢
者
幸
福
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
６
５

　

０
２
８
７（
２
３
）４
５
２
１

　

kaigo@
city.ohtaw

ara.tochigi.
jp●

日
時　

９
月
２
日
㊏
午
後
２
時
～

３
時

●
場
所　

ト
コ
ト
コ
大
田
原
３
階
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

●
内
容　

医
師
に
よ
る
緩
和
ケ
ア
講

話（
講
話
後
、
質
疑
応
答
あ
り
）

●
定
員　

25
名（
先
着
順
）

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

８
月
31
日
㊍
ま
で
に

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み（
平
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
）

問
申
那
須
赤
十
字
病
院

　

０
２
８
７（
２
３
）１
１
２
２

　

交
通
事
故
な
ど
で
第
三
者（
加
害

者
）か
ら
受
け
た
傷
病
の
治
療
に
国

民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
使
う
場
合
は
、
必
ず
国
保

年
金
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
来
、
治
療
費
は
加
害
者
が
負
担

す
る
も
の
で
す
が
、
一
時
的
に
国
民

健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
が
立

替
払
い
を
し
、
後
か
ら
加
害
者
に
請

求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
へ
届
出
を
す
る
前
に
加

害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
る
な
ど

示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
と
保
険
証

を
使
っ
た
治
療
が
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
勤
務
・
通
勤
中
の
事
故
や

飲
酒
運
転
な
ど
の
場
合
は
、
届
出
を

し
て
も
保
険
証
を
使
っ
た
治
療
が
で

き
ま
せ
ん
。

●
届
出
窓
口　

国
保
年
金
課
、
黒
羽

支
所
総
合
窓
口
課
、
湯
津
上
支
所

総
合
窓
口
課

問
国
保
年
金
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
５
７

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
加
入
者
が
死
亡
し
た

と
き
、
そ
の
葬
祭
を
行
っ
た
方
に
葬

祭
費
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
額　

５
万
円

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
亡
く
な
っ
た
方
の
被
保
険
者
証

・
喪
主
名
義
の
預
金
通
帳

・
会
葬
礼
状
や
葬
儀
の
領
収
書
な
ど

喪
主
名
が
確
認
で
き
る
も
の

・
窓
口
に
来
庁
さ
れ
た
方
の
本
人

確
認
が
で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど

※
葬
祭
を
行
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
２

年
が
経
過
す
る
と
、
申
請
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

※
大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

以
外
の
方
は
、
加
入
し
て
い
た
健

康
保
険
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
申
国
保
年
金
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
５
７

【
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
】

　

消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
関
す
る
税
制
改
正
事
項
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
４
日
㊊
午
前
10
時
～
11

時（
事
前
予
約
９
月
１
日
㊎
ま
で
）

●
場
所　

大
田
原
税
務
署
別
館
２
階

会
議
室

●
定
員　

20
名

【
登
録
要
否
相
談
会
】

　

登
録
の
考
え
方
や
必
要
な
情
報
な

ど
の
案
内
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
４
日
㊊
午
前
11
時
～

正
午（
事
前
予
約
９
月
１
日
㊎
ま

で
）

●
場
所　

大
田
原
税
務
署
別
館
２
階

会
議
室

●
相
談
時
間　

１
組
60
分

●
定
員　

５
組
程
度

【
共
通
】

●
申
込
方
法　

事
前
予
約
期
限
ま
で

に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
大
田
原
税
務
署

　

０
２
８
７（
２
２
）３
１
１
８

　

令
和
５
年
10
月
分
の
検
針
票「
水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
お
知
ら

せ
」か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
の
様
式

に
変
更
し
て
発
行
し
ま
す
。
消
費
税

の
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る
際
は
検

針
票
を
保
存
書
類
と
し
て
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

　

従
来
の
検
針
票
に
事
業
者
名
、
登

録
番
号
、
適
用
税
率
、
消
費
税
額
を

新
た
に
記
載
し
ま
す
。
事
業
者
名
、

登
録
番
号
は
媒
介
者
特
例
を
適
用
す

る
た
め
水
道
事
業
の
み
の
記
載
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
納
入
通
知
書（
納
付
書
）は

イ
ン
ボ
イ
ス
に
対
応
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課　

本
５
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
３

年
金
・
国
保

税

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
受

講
者
募
集

那
須
赤
十
字
病
院
　
第
13
回
が
ん

の
市
民
公
開
講
座
参
加
者
募
集

交
通
事
故
な
ど
で
病
院
に
か
か
る

と
き
は

葬
祭
費
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登
録

要
否
相
談
会
の
ご
案
内

検
針
票
を
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
に
し

ま
す

問

本

問

本

問
申

本

問
申

本

問

本

問
申

問
申

HP
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●
納
付
期
限　

８
月
31
日
㊍

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
税
額

30
万
円
以
下
の
も
の
）ま
た
は
納
税

通
知
書
に
印
字
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー

ド
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付（
決
済
手
数
料
別
途
）、
ペ
イ

ジ
ー
納
付
、
ペ
イ
ア
プ
リ
で
納
付
で

き
ま
す
。
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
大
田
原
県
税
事
務
所
ま
た
は

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
９
月
末
ま
で
の
お
申
し

込
み
で
２
期
分（
11
月
分
）か
ら
口
座

振
替
と
な
り
ま
す
。

　

１
期
分
の
納
税
通
知
書
に
、
２
期

分
の
納
付
書
が
同
封
さ
れ
ま
す
。

問
栃
木
県
大
田
原
県
税
事
務
所

　

０
２
８
７（
２
３
）４
１
７
２

　

こ
ど
も
に
対
す
る
い
じ
め
、
い
や

が
ら
せ
、
強
制
・
強
要
、
暴
行
・
虐

待
な
ど
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）に
よ
る

人
権
相
談
も
実
施
し
ま
す
。
悩
み
を

持
っ
た
児
童
・
生
徒
お
よ
び
保
護
者

の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
23
日
㊌
～
29
日
㊋
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
㊏
㊐

は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

●
相
談
方
法

①
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話

　

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

②
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち
を
追
加

問
宇
都
宮
地
方
法
務
局
大
田
原
支
局

　

０
２
８
７（
２
３
）１
１
５
５

　

地
域
で
率
先
し
て
防
災
活
動
を
行

う
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目

的
と
し
た
防
災
士
養
成
講
座
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

女
性
視
点
で
の
防
災
・
減
災
対
策

も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
男
性
の

み
な
ら
ず
、
女
性
の
積
極
的
な
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
11
日
㊏
午
前
８
時
45
分

～
午
後
５
時
55
分
、
12
日
㊐
午
前
９

時
～
午
後
４
時
45
分
の
２
日
間

●
場
所　

那
須
町
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル（
那
須
町
大
字
寺
子
乙

２
５
６
７
‐
10
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
、
資
格

取
得
後
市
と
協
働
し
て
活
動
が
で

き
る
方

●
定
員　

50
名（
先
着
順
）

●
費
用　

５
０
０
０
円（
試
験
合
格

後
の
防
災
士
登
録
申
請
料
）

※
資
格
取
得
に
必
要
な
防
災
士
教
本

購
入
費
お
よ
び
資
格
取
得
試
験
受

験
料
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

９
月
１
日
㊎
～
29
日

㊎
に
危
機
管
理
課
へ
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み

●
受
講
要
件

①
受
講
前
に
送
付
す
る
教
材
で
自
宅

学
習
を
実
施
し
、
講
座
当
日
に
履

修
確
認
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

②
11
月
11
日
・
12
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
講
座
を
受
講（
１
講
座
あ
た

り
60
分
、
２
日
間
で
12
講
座
）

③
11
月
12
日
講
座
終
了
後
、
日
本
防

災
士
機
構
の
資
格
取
得
試
験

※
防
災
士
の
登
録
申
請
を
行
う
に

は
、
公
的
機
関
な
ど
が
実
施
す
る

｢

救
命
講
習｣

を
受
講
し
て
い
る
こ

と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。
大
田
原

消
防
署
に
よ
る
普
通
救
命
講
習
の

開
催
予
定
日
は
10
月
28
日
㊏
、
29

日
㊐
で
す
。
那
須
消
防
署
に
よ
る

普
通
救
命
講
習
の
開
催
予
定
日
は

10
月
21
日
㊏
、
22
日
㊐
で
す
。

※
防
災
士
に
登
録
さ
れ
た
方
は
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
・
指
導
、
防

災
訓
練
な
ど
各
種
防
災
行
事
へ
の

参
加
、
災
害
発
生
時
の
市
へ
の
被

害
情
報
提
供
な
ど
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
申
危
機
管
理
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）１
１
１
５

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
９
５

●
日
時　

８
月
11
日
㊎
～
31
日
㊍
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

●
作
品
展
示
お
よ
び
投
票
場
所

・
本
庁
舎
２
階
市
民
ロ
ビ
ー

・
黒
羽
支
所
１
階

・
大
田
原
図
書
館

・
湯
津
上
図
書
室

●
投
票
方
法
　
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
投
票
用
紙
に
記
入
し
、
投
票
箱

へ
投
票

●
表
彰
　
各
部
門
、
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
、
優
良
賞
は
市
民
憲
章
推
進

大
会
に
お
い
て
表
彰

申
問
生
涯
学
習
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）２
０
０
５

　

運
動
や
食
事
、
趣
味
に
関
す
る
こ

と
な
ど
で
、
皆
さ
ま
が
実
践
し
て
い

る
健
康
法
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
の

体
験
談
や
、
健
診
に
行
き
た
く
な
る

よ
う
な
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
テ
ー
マ

・
体
験
談
…
「
自
分
の
健
康
管
理
法

と
そ
の
効
果
」

・
川
柳
…
「
健
診
に
行
こ
う
～
い
つ
ま

で
も
元
気
で
過
ご
す
た
め
に
～
」

●
応
募
資
格

・
体
験
談
…
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
栃
木
県
の
被

保
険
者
（
令
和
５
年
９
月
30
日

現
在
）

・
川
柳
…
70
歳
以
上
の
方
（
令
和
５

年
９
月
30
日
現
在
）

●
応
募
形
式（
様
式
は
任
意
）

・
体
験
談
…
題
名
と
本
文
で
原
稿
用

紙
２
枚
８
０
０
字
程
度
（
一
人

１
作
品
ま
で
）

※
手
書
き
の
場
合
は
、
な
る
べ
く
マ

ス
目
の
あ
る
用
紙
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

・
川
柳
…
作
品
（
五
・
七
・
五
調

を
基
本
と
す
る
）
と
、
そ
の
作

品
に
込
め
た
想
い
や
背
景
を

１
０
０
字
以
内
で
記
載
（
一
人

３
作
品
ま
で
）

【
共
通
】

●
応
募
方
法
　
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

記
入
し
た
用
紙
を
添
え
、
９
月
29

日
㊎
ま
で
に
左
記
へ
郵
送
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み（
必
着
）

※
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
贈
呈

（
結
果
発
表
は
令
和
６
年
１
月

頃
）し
広
域
連
合　

な
ど
で
公
表

す
る
ほ
か
、
川
柳
は
後
期
高
齢
者

制
度
の
Ｐ
Ｒ
に
使
用
し
ま
す
。

問
申
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

〒
３
２
０
‐
０
０
３
３

　

宇
都
宮
市
本
町
３
‐
９　

栃
木
県

本
町
合
同
ビ
ル
２
階

　

０
２
８（
６
２
７
）６
８
３
０

く
ら
し

８
月
は
個
人
事
業
税
（
１
期
分
）

の
納
付
月
で
す

「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
電

話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

「
健
康
づ
く
り
体
験
談
」「
健
診
に

関
す
る
川
柳
」
募
集

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
た
め
に
！

防
災
士
養
成
講
座
の
開
催

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
開
催

問
申

本

問
申

本

問
申

問

問

HP
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シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴

い
、
コ
ン
ビ
ニ
お
よ
び
市
民
課
備
え

付
け
か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
で
の

証
明
書
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停

止
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
13
日
㊌
終
日

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
停
止
す
る
証
明
書

　

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
、
所
得
証
明
書
、
住
民
税
決
定

証
明
書

問
市
民
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
５
２

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

で
は
、
搬
入
さ
れ
た
粗
大
ご
み
の
中

か
ら
ま
だ
使
用
で
き
る
も
の
を
再
生

し
、
安
価
で
提
供
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

品
の
提
供
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
展
示
・
申
込
期
間　

８
月
１
日
㊋

～
18
日
㊎
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

●
場
所　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

大
田
原
プ
ラ
ザ
棟
１
階

●
対
象
者　

市
内
ま
た
は
那
須
町
在

住
の
18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
を

除
く
）

●
持
ち
物　

住
所
確
認
の
で
き
る
書

類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
申
込
点
数　

１
世
帯
４
点
ま
で
、

代
理
申
し
込
み
不
可

※
申
し
込
み
多
数
の
リ
サ
イ
ク
ル
品

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
公
開
抽
選
会　

８
月
24
日
㊍
午
前

10
時
か
ら

※
当
選
者
に
は
当
選
通
知
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
引
渡
し
】

●
引
渡
期
間　

８
月
24
日
㊍
～
９
月

15
日
㊎
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

※
引
渡
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
、
当
選

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
配
送
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
各
自

で
お
運
び
く
だ
さ
い
。

●
引
渡
場
所　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
大
田
原
プ
ラ
ザ
棟
１
階

●
持
ち
物　

当
選
通
知
は
が
き
ま
た

は
申
込
書
、
代
金

※
当
選
し
た
品
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
度
お
渡

し
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
返
却
、

払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
が
原
因
で
事
故
な

ど
が
生
じ
て
も
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
の
で
ご

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　

０
２
８
７（
２
０
）２
２
７
０

　

イ
ノ
シ
シ
は
本
来
臆
病
な
生
き
物

で
す
。
イ
ノ
シ
シ
が
人
に
出
会
っ
て

も
、
普
通
は
イ
ノ
シ
シ
の
方
か
ら
逃

げ
る
の
で
慌
て
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
興
奮
し
て
い
た
り
発

情
期
や
子
供
を
連
れ
て
い
た
り
す
る

と
攻
撃
的
に
な
り
ま
す
の
で
、
突
然

出
会
っ
た
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

●
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は

　

偶
然
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
た
と
き

は
、
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
ま

し
ょ
う
。
慌
て
ず
、落
ち
着
い
て
、

ゆ
っ
く
り
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
急

に
走
り
出
す
こ
と
や
、
威
嚇
、
攻

撃
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
反
撃

し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
餌
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

家
庭
菜
園
や
農
園
の
未
収
穫
野
菜

や
ペ
ッ
ト
の
エ
サ
、
果
樹
の
実

な
ど
は
イ
ノ
シ
シ
だ
け
で
な
く
、

サ
ル
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
格
好
の

栄
養
源
に
な
り
ま
す
。
収
穫
の
終

わ
っ
た
田
畑
や
ペ
ッ
ト
の
エ
サ

な
ど
は
放
置
せ
ず
、
適
正
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
整
備
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
１
３

●
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
生
態

・
成
獣
で
体
長
は
約
１
ｍ
、
体
重
は

約
３
㎏
、
額
か
ら
鼻
に
か
け
て

の
白
い
線
が
特
徴
的
で
す
。

・
夜
行
性
で
木
登
り
が
得
意
で
す
。

昼
間
は
神
社
仏
閣
や
住
宅
・
倉

庫
の
屋
根
裏
な
ど
を
ね
ぐ
ら
に

し
て
い
ま
す
。

・
雑
食
性
で
、
果
物
が
好
物
で
す
。

●
ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
態

・
成
獣
で
体
長
は
約
１
ｍ
、
体
重
は

約
５
㎏
、
目
の
周
辺
を
覆
う
黒

い
部
分
（
ア
イ
マ
ス
ク
）
と
縞

模
様
の
尾
が
特
徴
的
で
す
。
気

性
が
荒
く
力
が
強
い
で
す
。

・
完
全
な
夜
行
性
で
は
な
く
、
昼
間

も
行
動
し
ま
す
。
木
登
り
が
得

意
で
、
神
社
仏
閣
や
住
宅
・
倉

庫
の
屋
根
裏
な
ど
を
ね
ぐ
ら
に

し
て
い
ま
す
。

・
雑
食
性
で
、
特
に
甘
い
も
の
が
好

物
で
す
。

●
被
害
対
策

・
ペ
ッ
ト
の
エ
サ
の
食
べ
残
し
や
未

収
穫
の
野
菜
、
果
物
を
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ね
ぐ
ら
を
作
ら
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
防
護
柵
な
ど
で
農
地
へ
の
侵
入
を

防
い
で
く
だ
さ
い
。

●
被
害
が
止
ま
ら
な
い
場
合

　

農
作
物
や
生
活
環
境
に
被
害
を
与

え
る
場
合
は
、
自
己
所
有
地
内

で
あ
れ
ば
市
の
許
可
を
受
け
た

う
え
で
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
箱
罠
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
左
記
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
農
林
整
備
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
１
３

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
一
時
停
止

ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ
マ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

イ
ノ
シ
シ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田

原
リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
販
売
会

問
申

問

本

問

本

問

本
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●
日
時　

９
月
25
日
㊊
午
後
２
時
か

ら
90
分
程
度

●
場
所　

本
庁
舎
１
階
市
民
協
働

ホ
ー
ル

●
対
象
者　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
お

よ
び
、
そ
の
ご
家
族
の
方

●
定
員　

48
名（
先
着
順
）

●
内
容　

高
齢
者
が
安
全
に
運
転
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
お
役
立
ち

情
報
の
提
供
や
、
道
路
交
通
法
改

正
に
よ
り
複
雑
に
な
っ
た
高
齢

者
の
免
許
更
新
に
つ
い
て
わ
か

り
や
す
く
説
明

●
講
師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
高

齢
者
安
全
運
転
支
援
研
究
会

●
申
込
方
法　

８
月
16
日
㊌
～
９
月

15
日
㊎
に
左
記
へ
電
話
で
申
し

込
み

問
危
機
管
理
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）９
３
０
１

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
突

然
の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
、
家

庭
や
職
場
で
で
き
る
手
当
を「
応
急

手
当
」と
い
い
ま
す
。
応
急
手
当
を

身
に
つ
け
る「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」を

定
期
開
催
し
ま
す
。

●
対
象
者　

大
田
原
市
・
那
須
塩
原

市
・
那
須
町
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
方
で
中
学
生
以

上
の
方

●
費
用　

無
料

●
内
容　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
主
に

成
人
を
対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
）

①
応
急
手
当
の
重
要
性

②
基
本
的
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
法

③
止
血
法

※
実
技
を
伴
い
ま
す
の
で
動
き
や
す

い
服
装
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ス
カ
ー
ト
不
可
）

●
申
込
方
法　

左
表
の
開
催
日
１
か

月
前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
に
、
開

催
す
る
消
防
署
に
電
話
で
申
し

込
み（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
）

※
災
害
な
ど
で
開
催
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※
定
期
開
催
の
講
習
は
、
団
体
で
の

申
し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
開
催
場
所
の
消

防
署
ま
た
は
消
防
本
部

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
那
須
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　

０
２
８
７（
２
８
）５
１
１
９

　

市
の
政
策
や
事
業
に
つ
い
て
、
市

の
職
員
が
出
向
き
、
説
明
や
意
見
交

換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

平
日
午
前
10
時
～
午
後
９

時
の
間
で
１
時
間
30
分
以
内

※
㊏
㊐
㊗
の
開
催
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
講
座
の
担
当
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
場
所　

申
込
者
が
用
意

●
対
象　

自
治
会
や
公
民
館
な
ど
、

お
お
む
ね
10
名
以
上
が
参
加
す

る
団
体
や
グ
ル
ー
プ

※
目
的
が
営
利
・
政
治
・
宗
教
活
動
、

苦
情
や
陳
情
の
場
合
は
講
座
を

開
催
で
き
ま
せ
ん
。

●
費
用　

無
料

※
会
場
の
使
用
料
な
ど
は
申
込
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

出
前
講
座
の
推
薦
講

座
一
覧
か
ら
希
望
テ
ー
マ
を
選

び
、
開
催
希
望
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
担
当
課
に
申
込
書
を
送
付

※
事
前
に
電
話
な
ど
で
担
当
課
に
内

容
や
日
時
な
ど
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
推
薦
講
座
一
覧
は
市
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
２

　

自
筆
で
作
成
し
た
遺
言
書
の
保
管

に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ま

の
大
切
な
遺
言
書
を
法
務
局
が
守
り

ま
す
。

①
相
続
人
な
ど
に
遺
言
書
が
発
見
さ

れ
な
か
っ
た
り
、
紛
失
・
亡
失
の

お
そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
利
害
関
係
者
に
よ
る
遺
言
書
の
廃

棄
、
隠
匿
、
改
ざ
ん
を
防
げ
ま
す
。

③
相
続
開
始
後
、
家
庭
裁
判
所
の
検

認
が
不
要
で
す
。

　

そ
の
他「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」も
相
続
手
続
で
利
便
性
が
高
い

制
度
で
す
。

　

ま
た
、
不
動
産
登
記
法
の
改
正
に

よ
り
、
相
続
登
記
は
、
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
新

し
い
制
度
で
は
、
正
当
な
事
由
が
な

い
の
に
、
不
動
産
の
相
続
を
知
っ
て

か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請

を
し
な
い
と
、
10
万
円
以
下
の
過
料

が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
法
務
省　

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
宇
都
宮
地
方
法
務
局
大
田
原
支
局

　

０
２
８
７（
２
３
）１
１
５
５

高
齢
者
安
全
運
転
支
援
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

法
務
局
「
自
筆
証
書
遺
言
書
保

管
制
度
」
の
ご
案
内

大
田
原
市
出
前
講
座

「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」
定
期
開
催

日時 場所・定員 申込先

９月 10日㊐
午前９時～正午

▶大田原消防署
▶ 30 名（先着順）

大田原消防署
0287（28）5100

12 月２日㊏
午前９時～正午

▶西那須野消防署
▶ 20 名（先着順）

西那須野消防署
0287（36）2300

令和６年
３月９日㊏
午前９時～正午

▶那須消防署
▶ 20 名（先着順）

那須消防署
0287（72）1215

問

本

問

本

問

問

HP

HP

HP
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栃
木
県
行
政
書
士
会
那
須
支
部
で

は
、
暮
ら
し
や
役
所
の
手
続
き
に
つ

い
て
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

８
月
27
日
㊐
午
前
10
時
～

午
後
３
時

●
場
所　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室（
那
須
塩
原
市
桜

町
１
‐
５
）

●
内
容　

遺
言
・
相
続
手
続
き
、
終

活
、
許
認
可
申
請
、
土
地
利
用
、

内
容
証
明
、
法
人
設
立
な
ど

●
定
員　

20
名（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　

８
月
25
日
㊎
ま
で
に

左
記
へ
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
み

問
申
栃
木
県
行
政
書
士
会
那
須
支
部

事
務
局　

塚
本

　

０
８
０（
５
４
７
４
）０
６
８
７

　

tsu
kam

o
to

-o
ffice@

kb
e.

biglobe.ne.jp

　

栃
木
県
で
は
、
普
段
皆
さ
ま
が
購

入
し
て
い
る
食
料
品
を
一
定
期
間
、

実
際
に
計
量
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

通
じ
て
、
計
量
へ
の
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
計

量
モ
ニ
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
大
田
原
市
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
通

り
計
量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　
【
説
明
会
】９
月
15
日
㊎
午

前
10
時
～
11
時

●
場
所
　
本
庁
舎
１
階
市
民
協
働

ホ
ー
ル

●
内
容
　【
モ
ニ
タ
ー
調
査
】10
月
１

日
㊐
～
31
日
㊋
の
期
間
中
に
購

入
し
た
商
品
の
う
ち
、
調
査
対
象

商
品
に
つ
い
て
計
量
し
、
計
量
日

誌
に
記
入

※
は
か
り
は
県
か
ら
貸
与
さ
れ
ま
す
。

●
謝
金
　
６
０
０
０
円

※
説
明
会
お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
調
査
に

従
事
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
定
員　

10
名（
先
着
順
）

●
資
格
要
件　

次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

・
現
在
、
市
内
に
世
帯
を
有
し
て
い

る
満
18
歳
以
上
の
方

・
期
間
中
、
モ
ニ
タ
ー
業
務
に
従
事

で
き
る
方

・
過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー
の
経
験
が

無
い
方

・
説
明
会
に
参
加
で
き
る
方

●
申
込
方
法　

８
月
23
日
㊌
ま
で
に

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
へ

申
し
込
み

問
申
商
工
観
光
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）３
１
４
４

　

syoukou@
city.ohtaw

ara.
tochigi.jp

　

那
須
与
一
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
、
座
学
と
体
験
形
式

（
調
べ
学
習
）の
特
別
企
画
で
す
。
那

須
与
一
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い

方
や
、
自
由
研
究
に
お
悩
み
の
児
童

生
徒
に
オ
ス
ス
メ
で
す
。

●
日
時　

８
月
１
日
㊋
～
27
日
㊐
午

前
９
時
～
午
後
４
時

※
㊋
㊌
㊍
は
予
約
不
要
で
す
。

※
右
記
以
外
の
曜
日
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館

●
対
象
者　

小
中
学
校
の
児
童
生
徒

と
そ
の
保
護
者

●
費
用　

無
料（
展
示
室
の
観
覧
を

す
る
場
合
は
高
校
生
以
上
は
別

途
入
館
料
３
０
０
円
が
必
要
）

●
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

●
講
師　

阿
久
津 
克
哉（
当
館
館
長
）

●
内
容　

次
の
４
コ
ー
ス
か
ら
希
望

の
コ
ー
ス
を
選
択

①
１
都
２
府
20
県
の
与
一
伝
承
を
ま

と
め
よ
う

②
那
須
地
区
に
伝
わ
る
那
須
与
一
を

学
ぶ

③
那
須
与
一
全
般
を
学
ぶ

④
調
べ
て
与
一
ク
ン

※
所
要
時
間
は
全
て
40
～
60
分
程
度

※
詳
細
は
、
市　

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
那
須
与
一
伝
承
館

　

０
２
８
７（
２
０
）０
２
２
０

　

特
別
企
画「
な
つ
の
よ
い
ち
」の
開

催
に
あ
わ
せ
、
与
一
が
屋
島
合
戦
で

使
っ
た
と
伝
わ
る
国
指
定
重
要
文
化

財
の
太
刀（
銘
、
成
高
）を
特
別
展
示

し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
29
日
㊏
～
10
月
１
日

㊐
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館

●
費
用　

高
校
生
以
上
３
０
０
円

（
中
学
生
以
下
お
よ
び
身
障
者
手

帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の

介
護
者
１
名
は
無
料
）

●
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

問
那
須
与
一
伝
承
館

　

０
２
８
７（
２
０
）０
２
２
０

　

子
ど
も
た
ち
の
感
性
・
創
造
性
豊

か
な
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
し

て
い
た
だ
い
た
作
品
を
審
査
し
、
入

選
作
品
に
よ
る
展
覧
会
を
行
い
ま

す
。
入
賞
者
に
は
賞
品
を
準
備
し
て

い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
小
学
校
に
在
学
中

の
児
童

●
申
込
方
法　

小
学
校
に
提
出

※
詳
細
は
各
小
学
校
で
配
付
さ
れ
た

プ
リ
ン
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
文
化
振
興
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）３
１
２
９

　

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
推
定
東

山
道
駅
路
確
認
調
査
に
お
け
る
調
査

成
果
を
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ　
「
令
和
４
年
度
発
掘
調

査
速
報
展
」

●
日
時　

９
月
２
日
㊏
～
24
日
㊐ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
最
終
入

館
午
後
４
時
30
分
）

●
場
所
　
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上

資
料
館

●
費
用　

一
般
１
０
０
円（
80
円
）、

高
校
生
・
学
生
50
円（
40
円
）、
小
・

中
学
生
無
料

※（　

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で

す
。

●
休
館
日　

月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
次
の
平
日
）

※
９
月
25
日
㊊
～
29
日
㊎
は
展
示
替

え
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

　

０
２
８
７（
９
８
）３
３
２
２

文
化
・
教
養

計
量
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

那
須
与
一
伝
承
館
特
別
企
画

「
な
つ
の
よ
い
ち
‐
Ｖ
ｅ
ｒ
．

２
０
２
３
‐
」
開
催

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

開
催

那
須
与
一
が
使
っ
た
と
い
う
太

刀
の
特
別
公
開

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
お
お
た
わ
ら
児

童
作
品
展　

作
品
募
集

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料

館　

発
掘
調
査
パ
ネ
ル
展

問
申

本

問
申

問

本

問問

問

HP
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●
日
時　

８
月
１
日
㊋
～
31
日
㊍
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
費
用　

無
料（
要
入
館
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
次
の
平
日
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
期
間
中
毎
日
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
申
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

　

０
２
８
７（
９
８
）３
３
２
２

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る

た
め
に
、「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
」と「
図
書
修
理
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

本
の
世
界
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち

と
と
も
に
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

て
い
る
方
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
】

●
日
時

・
第
１
回
…
９
月
６
日
㊌

・
第
２
回
…
９
月
20
日
㊌

・
第
３
回
…
10
月
４
日
㊌

　

各
回
午
前
10
時
～
正
午

●
内
容

1
第
１
回
…
講
義
・
演
習

　

手
渡
す
絵
本
を
考
え
る
～
発
達
に

よ
り
そ
い「
想
像
力
」「
言
葉
」「
判

断
力
」を
育
む
～

●
講
師　

東
條 

知
美 

氏

2
第
２
回
…
講
義
・
演
習

　

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
！
読
み
聞
か

せ
活
動
～
実
践
編

●
講
師　

東
條 

知
美 

氏

3
第
３
回
…
薄
葉
本
の
会
、
野
の
花

の
会
に
よ
る
実
践
発
表

●
定
員　

40
名（
先
着
順
）

【
図
書
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
】

●
日
時　

10
月
18
日
㊌
午
前
10
時
～

正
午

●
内
容　

本
の
簡
単
な
修
理
、
本
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

●
講
師　

浜
野 
絵
梨
子 
氏（
栃
木
県

立
図
書
館
職
員
）

●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

【
共
通
】

●
場
所　

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

８
月
23
日
㊌
ま
で
に

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
昨
年
度
受

講
し
て
い
な
い
方
を
優
先
し
ま

す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
８
月
30

日
㊌
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
申
生
涯
学
習
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）２
１
０
０

　
「
ゴ
ル
ゲ
ー
ト
」と
は
、
ゴ
ル
フ
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
合
わ
せ
た
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
、
老
若
男
女
だ
れ
で
も

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

●
日
時　

９
月
16
日
㊏
午
前
９
時

（
午
前
８
時
30
分
受
付
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
場
所　

黒
羽
運
動
公
園
多
目
的
運

動
場

●
競
技
方
法

①
特
設
６
ホ
ー
ル
・
１
ラ
ウ
ン
ド
プ

レ
ー

②
原
則
４
人
１
組
で
プ
レ
ー
し
、
個

人
戦

③
大
田
原
ゴ
ル
ゲ
ー
ト
の
ル
ー
ル
を

適
用

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

そ
の
他
主
催
者
の
認
め
た
方

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

９
月
１
日
㊎
ま
で
の

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
県

北
体
育
館
内
）へ
直
接
申
し
込
み

問
申
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

体

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
７

●
日
程　

10
月
７
日
㊏（
雨
天
決
行
）

　

予
備
日
８
日
㊐

●
場
所　

大
田
原
市
内
駅
伝
コ
ー
ス

（
湯
津
上
支
所
周
辺
）

※
コ
ー
ス
詳
細
は
市　

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
競
技
内
容

・
女
子
の
部
５
区
計
９
・
９
㎞

・
男
子
の
部
６
区
計
13
・
２
㎞

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
で
活
動
拠

点
が
大
田
原
市
で
あ
る
こ
と（
高

校
・
大
学
・
企
業
・
ク
ラ
ブ
な
ど
）

●
費
用　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

※
代
表
者
会
議
の
際
に
徴
収
し
ま

す
。

●
申
込
方
法　

９
月
８
日
㊎
午
後
５

時
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み

※
申
込
用
紙
は
市　

か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

※
チ
ー
ム
代
表
者
は
代
表
者
会
議

（
９
月
15
日
㊎
午
後
６
時
30
分
県

北
体
育
館
研
修
室
Ｂ
）に
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

問
申
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

体

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
７

　

sp
o

rts@
city.o

h
taw

ara.
tochigi.jp

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
中
心
に
、
簡
単
な

体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
４
日
㊊
、
11
日
㊊
、

25
日
㊊
、
10
月
２
日
㊊
、
16
日
㊊
、

23
日
㊊
、
30
日
㊊
、
11
月
６
日
㊊

（
全
８
回
）午
前
10
時
～
11
時
45
分

●
場
所

・
湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
（
９
月
４
日
、

10
月
２
日
、
11
月
６
日
）

・
県
北
体
育
館
（
９
月
11
日
、
９

月
25
日
、
10
月
16
日
、
10
月
23

日
、
10
月
30
日
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
費
用　

３
０
０
０
円

●
講
師　

土
屋 

佳
奈 

氏

●
持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
屋
内
用

運
動
靴
、
飲
み
物

●
申
込
方
法　

８
月
８
日
㊋
～
21
日

㊊
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課（
県
北
体
育
館
内
）へ
費
用

を
添
え
て
直
接
申
し
込
み（
代
理

申
し
込
み
可
、
電
話
申
し
込
み
不

可
）

※
自
己
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
の

返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
申
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

体

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
７

縄
文
土
器
の
拓
本
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
し
お
り
・
缶
バ
ッ
ジ
作
り

第
18
回
大
田
原
市
ゴ
ル
ゲ
ー
ト

大
会
参
加
者
募
集

第
65
回
市
内
駅
伝
競
走
大
会
一

般
の
部
参
加
者
募
集

秋
の
女
性
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加

者
募
集
（
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
）

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
受
講
生
募
集

ス
ポ
ー
ツ

問
申

本

問
申

問
申

体

問
申

体

問
申

体

HPHP
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●
日
時　

９
月
１
日
㊎
、
８
日
㊎
、

15
日
㊎
、
22
日
㊎
、
29
日
㊎
、
10

月
６
日
㊎（
全
６
回
）午
後
１
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
女

性
の
方

※
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
定
員　

20
名（
先
着
順
）

●
講
師　

小
川 

賢
一 

氏
、
齊
藤 

弘

行 

氏

●
費
用　

１
万
２
０
０
０
円

※
ラ
ウ
ン
ド
レ
ッ
ス
ン
料
、
保
険
料

を
含
み
ま
す
。

●
申
込
方
法　

８
月
７
日
㊊
～
25
日

㊎
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課（
県
北
体
育
館
内
）へ
費
用

を
添
え
て
直
接
申
し
込
み（
代
理

申
し
込
み
可
、
電
話
申
し
込
み
不

可
）

※
自
己
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
の

返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

体

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
７

【
Ｆ
Ｅ
Ｐ
大
田
原
プ
ー
ル
】

●
期
間　

９
月
21
日
㊍
～
12
月
４
日
㊊

●
開
催
日
時　

期
間
中
㊊
㊍
の
各
曜

日
全
10
回（
午
後
６
時
10
分
～
午

後
７
時
10
分
）

●
場
所　

Ｆ
Ｅ
Ｐ
大
田
原
プ
ー
ル

（
若
草
）

【
い
き
い
き
プ
ー
ル
】

●
期
間　

９
月
29
日
㊎
～
12
月
22
日
㊎

●
開
催
日
時　

期
間
中
㊌
㊎
㊏
の
各

曜
日
全
10
回
▼
㊌
㊎
…
午
後
６

時
10
分
～
７
時
10
分
▼
㊏
…
１

回
目
午
前
10
時
10
分
～
11
時
10

分
、
２
回
目
以
降
午
後
２
時
10
分

～
３
時
10
分

●
場
所　

い
き
い
き
プ
ー
ル（
北
野

上
）

【
共
通
】

●
内
容　

水
慣
れ
～
ク
ロ
ー
ル
25
ｍ

完
泳
を
目
標
に
、
完
泳
で
き
た
児

童
は
次
の
泳
法
に
挑
戦

●
対
象
者　

小
学
生（
全
学
年
）

●
定
員　

各
曜
日
20
名（
先
着
順
）

●
費
用　

各
曜
日
８
０
０
０
円（
10

回
分
）を
申
込
時
に
お
支
払
い

※
入
場
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

各
プ
ー
ル
窓
口
で
費

用
を
添
え
て
直
接
申
し
込
み（
電

話
申
込
不
可
）

※
９
月
１
日
㊎
午
前
９
時
30
分
に
整

理
券
を
配
布
し
、
午
前
９
時
40
分

か
ら
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

問
申
Ｆ
Ｅ
Ｐ
大
田
原
プ
ー
ル

　

０
２
８
７（
２
４
）０
７
７
８

問
申
い
き
い
き
プ
ー
ル

　

０
２
８
７（
５
９
）１
０
３
１

【
Ｆ
Ｅ
Ｐ
大
田
原
プ
ー
ル
】

●
期
間　

９
月
21
日
㊍
～
12
月
４
日
㊊

●
開
催
日　

期
間
中
㊊
㊌
㊍
㊎
の
各

曜
日
全
10
回
開
催

●
場
所　

Ｆ
Ｅ
Ｐ
大
田
原
プ
ー
ル

（
若
草
）

【
い
き
い
き
プ
ー
ル
】

●
期
間　

９
月
30
日
㊏
～
12
月
16
日
㊏

●
開
催
日　

期
間
中
㊏
全
10
回
開
催

●
場
所　

い
き
い
き
プ
ー
ル（
北
野

上
）

【
共
通
】

●
費
用　

１
回
５
０
０
円（
都
度
支

払
い
）

※
入
場
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

●
定
員　

各
コ
ー
ス
ご
と（
先
着
順
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上

●
申
込
方
法　

各
プ
ー
ル
窓
口
で
直

接
申
し
込
み

※
各
コ
ー
ス
ご
と
に
開
催
日
時
・
定

員
が
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は　

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
申
Ｆ
Ｅ
Ｐ
大
田
原
プ
ー
ル

　

０
２
８
７（
２
４
）０
７
７
８

問
申
い
き
い
き
プ
ー
ル

　

０
２
８
７（
５
９
）１
０
３
１

●
受
験
資
格

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

大
学
等（
短
期
大
学
を
除
く
）を

卒
業
し
た
日
ま
た
は
大
学
院
の

課
程
等
を
修
了
し
た
日
の
う
ち

最
も
古
い
日
か
ら
起
算
し
て
８

年
を
経
過
し
た
者

●
試
験
日

▼
第
１
次
試
験
日
…
10
月
１
日
㊐

▼
第
２
次
試
験
日
…
11
月
３
日
㊎
、

４
日
㊏
、
５
日
㊐
、
11
日
㊏
、
12

日
㊐
の
い
ず
れ
か
で
指
定
す
る

１
日

▼
第
３
次
試
験
…
12
月
上
旬
～
中
旬

で
指
定
す
る
１
日

●
試
験
地

▼
第
１
次
試
験
地
…
東
京
都

▼
第
２
次
試
験
地
お
よ
び
第
３
次
試

験
地
…
さ
い
た
ま
市
ほ
か
、
採
用

を
希
望
す
る
国
税
局（
所
）に
対

応
し
た
都
市

●
合
格
者
発
表
日

▼
第
１
次
試
験
合
格
者
…
10
月
26
日

㊍
午
前
９
時

▼
第
２
次
試
験
合
格
者
…
11
月
29
日

㊌
午
前
９
時

▼
最
終
合
格
者
…
12
月
21
日
㊍
午
前

９
時

●
採
用
予
定
数　

約
50
名

※
全
国
の
い
ず
れ
か
の
国
税
局（
所
）

管
内
に
採
用
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み

　

https://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

※
詳
細
は
人
事
院
採
用
情

報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

令
和
５
年
７
月
24
日

㊊
午
前
９
時
～
８
月
14
日
㊊（
受

信
有
効
）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
】

問
人
事
院
人
材
局
試
験
課

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

０
３（
３
５
８
１
）５
３
１
１

　

内
線
２
３
３
３

【
そ
の
ほ
か
の
問
い
合
わ
せ
】

問
関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

　

内
線
２
０
９
７

女
性
ゴ
ル
フ
教
室
受
講
者
募
集

第
２
期
泳
法
・
水
中
運
動
教
室

参
加
者
募
集

第
２
期
小
学
生
水
泳
教
室
参
加

者
募
集

国
税
局
や
税
務
署
で
勤
務
す
る

職
員（
国
家
公
務
員
）募
集

産
業
・
雇
用

問
申

体

問
申

問
申

問
申

問
申

問問

HP
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農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
利
用
の

確
認
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発

生
防
止
、
違
反
転
用
発
生
防
止
な
ど

を
目
的
と
し
て
毎
年
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

調
査
を
行
い
ま
す
が
、調
査
の
際
は
、

担
当
の
農
業
委
員
・
最
適
化
推
進
委

員
が
農
地
に
立
ち
入
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
の
結
果
、
遊
休
農
地

と
判
断
し
た
と
き
は
、
農
地
所
有
者

に
対
し
農
地
利
用
の
意
向
を
確
認
す

る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
６

●
日
時
　
９
月
９
日
㊏
、
10
月
14
日

㊏
、
11
月
11
日
㊏

　

各
日
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

就
職
へ
の
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
求
職
者
を
対
象
と
し
た

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

●
費
用　

無
料

●
定
員
　
20
名（
抽
選
）

※
５
名
以
上
で
開
催
し
ま
す
。

●
対
象
者　

15
歳
～
49
歳
の
仕
事
を

探
し
て
い
る
方
と
そ
の
保
護
者

※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
申
込
方
法　

８
月
21
日
㊊
～
セ
ミ

ナ
ー
前
日
ま
で
に
左
記
へ
電
話
、

メ
ー
ル
、
応
募
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
み

問
申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ

（
と
ち
ぎ
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

０
８
０（
８
７
４
７
）８
６
６
３

　

career-coach@
kenp

oku-
saposute.com

問
商
工
観
光
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）３
１
４
４

●
日
時　

９
月
13
日
㊌

①
午
前
10
時
～
11
時
30
分（
子
育
て

世
代
の
女
性
対
象
）

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時（
シ
ニ
ア

の
方
対
象
）

●
場
所　

大
田
原
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
１
０
１
研
修
室（
託
児
付

き 

※
要
予
約
）

●
対
象
者　

結
婚
・
出
産
・
育
児
な

ど
で
仕
事
か
ら
離
れ
た
が
再
度

働
き
た
い
方
、
定
年
で
退
職
し
た

が
ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
方
な
ど

●
定
員　

各
回
15
名

●
費
用　

無
料

●
内
容　

今
後
の
働
き
方
を
考
え
る
・

応
募
・
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

●
申
込
方
法　

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
ま
た
は
応
募
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
み

問
申
株
式
会
社
ワ
ー
ク
エ
ン
ト
リ
ー

栃
木
事
業
部（
栃
木
県
事
業
受
託
）

　

０
２
８（
６
１
２
）８
６
４
３

　

０
２
８（
６
１
２
）８
６
４
５

　

shuroshien@
w

e-tochig
i.

sakura.ne.jp

問
栃
木
県
労
働
政
策
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

　

県
内
の
対
象
業
種（
製
造
業
、
卸

売
業
・
小
売
業
、
情
報
通
信
業
、
宿

泊
業
）の
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る

学
生
を
認
定
し
、
就
職
後
に
奨
学
金

の
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

10
月
31
日
㊋
ま
で

●
対
象
者　

大
学
３
年
生
、
大
学
院

修
士
１
年
生
、
短
期
大
学
１
年

生
、
高
等
専
門
学
校
４
年
生
、
専

門
学
校
１
年
生

※
応
募
方
法
な
ど
は
県
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
労
働
政
策
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

　

福
祉
・
保
育
の
仕
事
に
就
職
希
望

の
方
と
求
人
事
業
所
と
の
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
９
日
㊏
午
後
１
時
～

３
時
30
分

●
場
所　

矢
板
イ
ー
ス
タ
ン
ホ
テ
ル

（
矢
板
市
末
広
町
24
‐
１
）

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は　

か
ら

申
し
込
み

問
申
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

●
日
時

・
ド
ロ
ー
ン
①
…
９
月
６
日
㊌
、
13

日
㊌
、
20
日
㊌
（
全
３
回
）

・
ド
ロ
ー
ン
②
…
10
月
４
日
㊌
、
11

日
㊌
、
18
日
㊌
（
全
３
回
）

※
各
講
座
同
じ
内
容
で
す
。

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘

●
対
象
者　

中
小
企
業
従
業
員
お
よ

び
地
域
住
民
の
方

●
定
員　

各
講
座
10
名（
先
着
順
）

●
費
用　

３
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

各
講
座
初
回
実
施
日

の
２
週
間
前
ま
で
に
左
記
へ
電

話
で
申
し
込
み

　
　

大
田
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

　

０
２
８
７（
２
３
）４
５
０
０

　

那
須
地
域
で
就
農
を
考
え
て
い
る

方
を
対
象
に
、
農
業
経
営
開
始
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
や
作
目
の
選
定
、
就
農

支
援
制
度
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
27
日
㊐

・
午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午

・
午
後
の
部　

午
後
１
時
～
３
時

●
場
所　

Ｊ
Ａ
な
す
の
本
店（
那
須

塩
原
市
黒
磯
６
‐
１
）

●
申
込
方
法　

８
月
18
日
㊎
ま
で
に

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。

問
申
栃
木
県
那
須
農
業
振
興
事
務
所

　

０
２
８
７（
２
２
）２
８
２
６

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

と
ち
ぎ
未
来
人
材
応
援
奨
学
金

支
援
助
成
金
対
象
学
生
募
集

福
祉
・
保
育
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ

ア
（
県
北
エ
リ
ア
）
開
催

那
須
地
域
就
農
相
談
会
の
開
催

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
受
講
生
募
集

女
性
と
シ
ニ
ア
対
象
　
就
職
活

動
準
備
セ
ミ
ナ
ー
開
催

自
分
を
活
か
す
仕
事
に
就
く
セ

ミ
ナ
ー
開
催

問
申

問
申

問
申

問
申

問
申

問問

問

本

問

本

HP

HP
保育の

仕事

福祉の
仕事
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【
Ｎ
Ｃ
機
械
科
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
科
】

●
訓
練
期
間　

10
月
６
日
㊎
～
令
和

６
年
３
月
25
日
㊊（
６
か
月
）

【
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
科
】

●
訓
練
期
間　

10
月
６
日
㊎
～
12
月

26
日
㊋（
３
か
月
）

【
共
通
】

●
定
員　

各
10
名

●
申
込
方
法　

８
月
１
日
㊋
～
９
月

８
日
㊎
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申

し
込
み

※
テ
キ
ス
ト
代
、
作
業
服
代
、
保

険
代
な
ど
自
己
負
担
有
、

施
設
見
学
は
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

問
申
県
北
産
業
技
術
専
門
校

　

０
２
８
７（
６
４
）４
０
０
０

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
で
は
学
生
向

け
授
業
を「
市
民
開
放
授
業
」と
し
て

地
域
の
皆
さ
ま
に
公
開
し
て
い
ま

す
。

●
科
目
名　
「
総
合
講
義
‐
超
高
齢

社
会
で
認
知
症
と
向
き
合
う
」

●
日
時
　
９
月
27
日
～
11
月
15
日

　

毎
週
㊌
午
後
６
時
～
７
時
30
分

（
全
８
回
）

●
内
容
　「
認
知
症
」と
は
ど
の
よ
う

な
病
気
か
？
そ
の
診
断
、
治
療
、

予
防
方
法
や
家
族
の
ケ
ア
な
ど

に
つ
い
て
学
び
、
地
域
で
で
き
る

支
援
に
つ
い
て
考
え
る

●
場
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
田

原
キ
ャ
ン
パ
ス

●
定
員　

50
名（
先
着
順
）

●
費
用　

３
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

８
月
１
日
㊋
～
25
日

㊎
に
窓
口
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
下
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
み

※
申
込
用
紙
は
、
大
学
窓
口（
平
日

午
前
８
時
50
分
～
午
後
５
時
）で

受
け
取
り
、
ま
た
は
大

学　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

問
申
国
際
医
療
福
祉
大
学
教
務
課

〒
３
２
４
‐
８
５
０
１

　

大
田
原
市
北
金
丸
２
６
０
０
‐
１

　

０
２
８
７（
２
４
）３
２
０
９

　

０
２
８
７（
２
４
）３
１
０
０

●
定
員　

40
名
の
う
ち
６
割
程
度

●
受
験
資
格

▼
公
募
制
高
校
推
薦
入
試
…
令
和
６

年
３
月
に
高
等
学
校
も
し
く
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
方
で
学
科
評
定
平
均
３
・
０
以

上
、
合
格
し
た
場
合
に
は
必
ず
本

校
に
入
学
で
き
る
方

▼
社
会
人
入
試
Ⅰ
期
…
高
等
学
校
も

し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
、
令
和
６
年
４
月
１
日
を
も
っ

て
２
年
以
上
経
過
す
る
方

●
修
業
年
限　

３
年（
全
日
制
）

●
受
付
期
間　

９
月
４
日
㊊
～
22
日
㊎

●
試
験
日　

９
月
30
日
㊏

●
試
験
科
目

▼
公
募
制
高
校
推
薦
入
試
…
小
論

文
、
面
接

▼
社
会
人
入
試
Ⅰ
期
…
小
論
文
、
面
接

●
試
験
会
場　

国
際
医
療
福
祉
大
学

塩
谷
看
護
専
門
学
校（
塩
谷
病
院

敷
地
内
）

●
申
込
方
法　

左
記
へ
問
い
合
わ
せ

問
申
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護

専
門
学
校　

事
務
部

　

０
２
８
７（
４
４
）２
３
２
２

　

病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
っ
て
就
学
で
き
な
か
っ
た
児
童

に
対
し
て
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た

め
に
国
が
行
う
試
験
で
、
合
格
者
に

は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら

れ
ま
す
。

●
試
験
日　

10
月
19
日
㊍

●
試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語（
英
語
）

●
受
験
資
格　

次
の
❶
～
❹
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者

❶
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る
者

ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

で
あ
っ
た
者
で
、
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な

る
者

❷
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶

予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か

つ
、
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に

満
15
歳
に
達
す
る
者
で
、
そ
の
年

度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
校
を

卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い

事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣

が
認
め
た
者

❸
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16

歳
以
上
に
な
る
者（
❶
お
よ
び
❹

に
掲
げ
る
者
を
除
く
）

❹
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

15
歳
以
上
に
な
る
者

●
受
験
案
内
配
布
期
間　

７
月
３
日

㊊
～
９
月
１
日
㊎

※
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
お
よ
び

文
部
科
学
省
に
て
配
布
し
て
い

ま
す
。

●
願
書
受
付
期
間　

７
月
３
日
㊊
～

９
月
１
日
㊎（
消
印
有
効
）

●
試
験
会
場　

各
都
道
府
県
教
育
委

員
会
の
推
薦
な
ど
に
よ
り
、
文
部

科
学
省
に
お
い
て
決
定

●
合
格
発
表　

11
月
28
日
㊋（
結
果

通
知
発
送
予
定
）

問
栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局
義
務

教
育
課

　

０
２
８（
６
２
３
）３
３
９
１

　

栃
木
県
で
は
、「
ふ
る
さ
と〝
と
ち

ぎ
〟の
未
来
予
想
図
～
夢
の
実
現
に

向
け
て
、
私
が
知
事
に
な
っ
た
ら
、

や
り
た
い
こ
と
～
」を
テ
ー
マ
に
作

文
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
夢
や

希
望
を
つ
め
こ
ん
だ
作
品
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

小
学
校
４
～
６
年
生

（
県
内
在
住
ま
た
は
通
学
）

●
応
募
締
切　

９
月
８
日
㊎

●
申
込
方
法　

４
０
０
字
づ
め
原
稿

用
紙
１
枚
に
ま
と
め（
余
白
に
題

名
）、
裏
面
に
学
校
名
・
学
年
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）を
記
入
の
う

え
、
左
記
へ
郵
送
で
提
出

問
申
栃
木
県
広
報
課

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

　

宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
20

　

０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

教
　
育

離
転
職
者
向
け
職
業
訓
練
生
募
集

国
際
医
療
福
祉
大
学　

市
民
開

放
授
業
受
講
生
募
集

第
31
回
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
作

文
募
集

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護

専
門
学
校
看
護
学
生
募
集
（
公

募
制
高
校
推
薦
・
社
会
人
Ⅰ
期
）

令
和
５
年
度
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
の
お
知
ら
せ

問
申

問
申

問
申

問

問
申

HP
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
み
そ

は
ぎ
会
」の
皆
さ
ま
が
植
栽
し
た「
み

そ
は
ぎ
の
花
」が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　

場
所
は
、
県
営
中
田
原
住
宅
と
市

営
中
田
原
住
宅
の
間
を
流
れ
る
巻
川

沿
い
で
、
８
月
中
旬
か
ら
９
月
中
旬

が
見
頃
で
す
。

問
み
そ
は
ぎ
会　

代
表　

徳
原 

弘
美

　

０
９
０（
８
９
８
３
）８
５
６
３

●
日
時　

９
月
10
日
㊐（
小
雨
決
行
）

予
備
日
９
月
16
日
㊏

▼
受
付
…
午
前
７
時
～
７
時
30
分

▼
競
技
時
間
…
午
前
８
時
30
分
～
午

後
２
時

▼
表
彰
式
…
午
後
３
時
30
分
か
ら

●
場
所　

那
珂
川
右
岸
黒
羽
商
工
会

裏（
町
裏
）

●
釣
り
区
間　

高
岩
大
橋
上
流

１
０
０
ｍ
か
ら
黒
羽
水
処
理
セ

ン
タ
ー
ま
で

●
対
象
者　

中
学
生
以
上

●
費
用　

２
０
０
０
円（
お
と
り
代

な
ど
）

※
入
漁
料
は
別
途
参
加
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

８
月
25
日
㊎
ま
で
に

市
観
光
協
会
、
黒
羽
地
区
内
釣
具

店
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
申
込

書
に
記
入
の
う
え
、
費
用
を
添
え

て
観
光
協
会
へ
直
接
申
し
込
み

※
申
込
書
は
観
光
協
会
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
申
大
田
原
市
観
光
協
会

　

０
２
８
７（
５
４
）１
１
１
０

●
日
時　

９
月
10
日
㊐
午
前
９
時
30

分
ま
で
に
集
合（
小
雨
決
行
）

　

予
備
日
９
月
16
日
㊏

●
場
所　

那
珂
川
右
岸
黒
羽
商
工
会

裏（
町
裏
）

●
対
象
者　

小
学
生
以
下（
小
学
校

低
学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
費
用　

５
０
０
円

※
当
日
受
付
に
て
徴
収
し
ま
す
。

●
持
ち
物　

着
替
え
、
鮎
を
持
ち
帰

る
た
め
の
ク
ー
ラ
ー
バ
ッ
グ
や

氷
な
ど

●
主
催　

こ
ど
も
祭
り
実
行
委
員
会

●
申
込
方
法　

８
月
25
日
㊎
ま
で
に

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
大
田
原
市
観
光
協
会

　

０
２
８
７（
５
４
）１
１
１
０

●
内
容　

麹
の
漬
物
・
三
五
八
床
作
り

●
日
時　

９
月
２
日
㊏
午
前
９
時
か
ら

●
場
所　

湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

●
定
員　

16
人（
抽
選
）

●
費
用　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

８
月
９
日
㊌
～
16
日

㊌
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
左
記

へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
み

※
詳
細
は
後
日
参
加
者
に
ご
連
絡
し

ま
す
。

問
申
大
田
原
市
農
業
公
社　

文

　

０
２
８
７（
２
３
）４
８
３
４

　

登
山
の
基
礎
知
識
・
基
礎
技
術
の

習
得
を
図
り
な
が
ら
、
紅
葉
の
名
所

姥
ケ
平
を
目
指
し
ま
す
。

●
日
程　

10
月
７
日
㊏
～
８
日
㊐
１

泊
２
日

※
１
日
目
は
講
話
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を

行
い
、
２
日
目
は
茶
臼
岳
登
山

（
姥
ヶ
平
）や
創
作
活
動
な
ど
を

行
い
ま
す
。

●
場
所　

な
す
高
原
自
然
の
家
お
よ

び
周
辺
、
茶
臼
岳（
那
須
町
湯
本

１
５
７
）

●
対
象
者　

県
内
外
の
18
歳
以
上
の
方

●
定
員　

35
名（
抽
選
）

●
費
用　

大
人
９
０
０
０
円
、
大
学

生
８
５
０
０
円（
県
外
の
方
は
大

人
１
万
１
０
０
０
円
、
大
学
生

１
万
５
０
０
円
）

●
申
込
方
法　

８
月
７
日
㊊
～
９
月

４
日
㊊
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま

で
に　

の
応
募
フ
ォ
ー
ム
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

※
詳
細
は　

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　

な
す
高
原
自
然
の
家

　

０
２
８
７（
７
６
）６
２
４
０

　

０
２
８
７（
７
６
）６
２
４
１

　

nasu-shusai@
tm

f.or.jp

イ
ベ
ン
ト

「
み
そ
は
ぎ
ロ
ー
ド
」
が
見
頃
を

迎
え
ま
す

第
31
回
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
鮎

釣
り
大
会
参
加
者
募
集

こ
ど
も
祭
り
鮎
の
つ
か
み
取
り

参
加
者
募
集

農
業
体
験
参
加
者
募
集

な
す
高
原
自
然
の
家
　
秋
の
紅

葉
登
山
教
室
参
加
者
募
集

茶臼岳

みそはぎロード

本

【１号広告】
●掲載枠　縦45㎜×横90㎜
●掲載料金　15,000円
●掲載ページ　広報おおたわら「お知らせ」の最下段
【２号広告（１号広告２枠分）】
●掲載枠　縦45㎜×横180㎜
●掲載料金　30,000円
●掲載ページ　広報おおたわら「お知らせ」の最下段

【１号・２号広告共通事項】
●発行回数　毎月１回発行
●発行部数　20,800部
●申込方法　所定の用紙に必要事

項を記入の上、要領に定められ
た書類を添えて下記まで直接申
し込み

　　情報政策課　　６階　　０２８７（２３）８７００

広報おおたわら有料広告募集

問
申

問
申

問
申

問

問
申

文

HP
HP

HP
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地 域 の ひ ろ ば 黒黒羽庁舎本本庁舎 湯湯津上庁舎

体県立県北体育館
※新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期とな

る場合があります。詳細は各施設ホームページでご確認ください。 文総合文化会館
　

徳
川
家
康
は
、そ
の
生
涯
で
様
々
な
戦
い
を
経
験
し
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
、慶け

い
ち
ょ
う長

５（
１
６
０
０
）年
の
関
ヶ
原
の
戦

い
は
、家
康
の
命
運
を
決
め
た
戦
い
で
し
た
。

　

こ
の
直
前
、家
康
は
会
津
の
上う

え
ず
ぎ
か
げ
か
つ

杉
景
勝
を
攻
め
る
た
め
、

江
戸
か
ら
北
上
し
て
い
ま
し
た
。『
藩は

ん
か
ん
ふ

翰
譜
』と
い
う
江
戸
時

代
の
記
録
に
よ
る
と
、家
康
は
こ
の
時
、大
田
原
城
に
本
陣

を
構
え
、大
田
原
で
上
杉
攻
め
の
指
揮
を
執
る
予
定
で
あ
っ

た
、と
い
い
ま
す
。家
康
が
大
田
原
に
や
っ
て
来
て
、城
に
は

葵あ
お
いの

旗
が
翻

ひ
る
が
える

は
ず
で
し
た
。

　

し
か
し
家
康
は
、小
山（
現
、小
山
市
）で
石
田
三
成
ら
の

挙
兵
を
聞
い
て
引
き
返
し
、西
上
し
て
関
ヶ
原
の
戦
い
で
勝

利
し
ま
し
た
。一
方
大
田
原
城
に
は
、上
杉
軍
の
南
下
に
備

え
て
家
康
家
臣
の
服は

っ
と
り
ま
さ
な
り

部
正
就
や
石い

し
か
わ
し
げ
つ
ぐ

川
重
次
ら
が
入
り
、大
改

修
を
行
い
ま
し
た
。今
も
遺
る「
江
戸
堀
」は
、そ
の
時
に
掘

ら
れ
た
堀
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

家
康
は
小
山
で
引
き
返
す
際
、諸
将
を
集
め
て
軍
議
を

開
き
、
上
杉
を
攻
め
る

か
三
成
ら
を
攻
め
る
か

協
議
し
た
と
い
い
ま
す

（
小

お
や
ま
ひ
ょ
う
じ
ょ
う

山
評
定
）。

　

も
し
、家
康
が
三
成
ら

の
挙
兵
を
聞
く
の
が
も
う

少
し
遅
か
っ
た
な
ら
…
。

軍ぐ
ん
ぎ議

は
大
田
原
城
で
開

か
れ
、大
田
原
は
歴
史
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の

舞
台
に
な
っ
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

今
回
は
、小こ

す
ぎ
ほ
う
あ
ん

杉
放
菴
が
制
作
し
た「
芭
蕉
詩
境　

竹
斎
」と
い

う
絵
画
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。紙し

ほ
ん
た
ん
さ
い

本
淡
彩
で
、掛
軸
に
仕
立
て

ら
れ
て
お
り
、本
紙
の
寸
法
は
、縦
26
・
７
㎝
、横
24
・
５
㎝
で
す
。

小
杉
放
菴（
１
８
８
１
～
１
９
６
４
）は
、日
光
二
荒
山
神
社

の
神
官
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、洋
画
家
に
な
り
、小
杉
未み
せ
い醒
と

号
し
ま
し
た
。大
正
後
期
か
ら
放
庵（
後
に
放
菴
）と
号
し
、妙

味
あ
ふ
れ
る
墨
線
を
活
か
し
た
淡
彩
の
日
本
画
な
ど
、独
自
の

境
地
を
確
立
し
て
、日
本
近
代
美
術
史
上
に
大
き
な
功
績
を
残

し
て
い
ま
す
。

本
作
品
に
は
松
尾
芭
蕉（
も
し
く
は
竹
斎
）ら
し
き
人
物
が

描
か
れ
、左
側
に
は「
芭

ば
し
ょ
う
く
に
い
わ
く

蕉
句
曰
木
枯
の
身
は
竹
斎
に
似
た
る

哉か
な

」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。芭
蕉
が
貞

じ
ょ
う
き
ょ
う享

元（
１
６
８
４
）年
、『
野

ざ
ら
し
紀
行
』の
旅
の
途
中
、名
古
屋
で
詠
ん
だ「
狂き

ょ
う
く句
こ
が
ら

し
の
身
は
竹
斎
に
似
た
る
哉
」か
ら
の
引
用
で
す
。こ
の
句
は
、

狂
句（
俳
諧
）を
詠
み
、凩
に
吹
か
れ
て
歩
く
こ
の
身
は
、竹
斎

に
似
て
い
る
こ
と
だ
な
あ
、と
い
っ
た
意
味
で
す
。竹
斎
は
、仮

名
草
子『
竹
斎
』の
主
人
公
の
名
前
で
す
。山
城
国
の
藪
医
者
で
、

江
戸
に
下
る
途
中
、名
古
屋
で
狂
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

本
作
品
に
は
、

侘
び
に
徹
し
た

風
狂
の
芭
蕉
の

詩
境
が
よ
く
仮

託
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
作
品
は

現
在
、
当
館
芭

蕉
展
示
室
で
展

示
中
で
す
。

問
那
須
与
一
伝
承
館　
　

０
２
８
７（
２
０
）０
２
２
０

　 

黒
羽
芭
蕉
の
館　
　

０
２
８
７（
５
４
）４
１
５
１

家
康
の
本
陣
が
大
田
原
城
に
置
か
れ
る

…
…
は
ず
で
し
た

芭
蕉
詩し

き
ょ
う境

　
竹ち

く
さ
い斎

徳川軍が掘ったという「江戸堀」

「あれ？何か聞こえるよ。なんの音かな？
ぜ～んぶ見つけて、音楽隊結成できるかな？」
さあ、音符「♪」を手掛かりに探してみよう。 子ども未来館

０２８７（４７）４１２５

●遊具広場　夏休み期間中は連日４クール制
　　　　　　　　　　　　
　　
※夏休み期間後の平日は、午前の部（9：00 ～ 12：30）
と午後の部（13：00 ～ 16：30）の２クール制です。
●入館料　１歳～小学６年生のお子さま一人につき
200 円（保護者・1歳未満のお子さま無料）
●休館日　８月７日㊊、９月４日㊊、10月２日㊊（毎月
第１㊊）
※最新の開館情報や感染症対策の詳細はHPを
　ご覧ください。 願いよ、届け！（七夕イベント報告）

子どもたちが短冊に思いを込めて
いっしょうけんめい書きました。
一人ひとりの願いごと、かないます
ように。

すくすく広場の積み木でつくり
ました。「完成！パパと僕の秘
密基地だよ」と、お兄ちゃんが
ママと弟に自慢していました。

第83回

なにができたかな？②

探してみよう！シリーズ⑦

第94回

マグネットおもちゃで遊んでい
た男の子の自信作です。「ロケッ
トで宇宙旅行！」
さあ、君は何を作る？創る？

～どうぶつ音楽隊探し～

② 11：00 ～ 12：30
④ 15：00 ～ 16：30

① 9：00 ～ 10：30
③ 13：00 ～ 14：30
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大田原図書館からの
お知らせ

★
絵
本
や
紙
し
ば
い
の
読
み
聞
か
せ

名　　称 場　　所 日　　時

ピノキオおはなし会
大田原図書館
おはなしコーナー

８月６日㊐・20日㊐・９月３日㊐
午後２時 から30分程度

こどものつどい
出演：ガールスカウト

９月10日㊐午後２時～３時
※８月はお休みです。

にじいろおはなし会 トコトコ大田原３階
つどいの広場

９月26日㊋午前10時45分から
※８月はお休みです。

おひさまぽかぽかの会 しんとみ子育て
支援センター

９月８日㊎午前11時 から
※８月はお休みです。

コアラおはなし会 黒羽図書館２階
視聴覚室

９月10日㊐午前11時から
※８月はお休みです。

【大田原図書館・湯津上図書館】８月７日㊊・８月18日㊎・８月21日㊊・９月４日㊊
【黒羽図書館】８月14日㊊・８月18日㊎・８月28日㊊・９月11日㊊

●日時　８月26日㊏
　午前９時～11時（予定）
※点検が終わり次第、開館

します。

休館日のお知らせ　※生活カレンダーにも掲載

湯津上図書室
臨時休館のお知らせ

＊今月のおすすめ図書＊

　これはいたずら！？と思っても安心し
てください。ちゃんと祀られています。
思わずクスッと笑える本であなたも脱力
しませんか？

　アマビエから魔女のおまじない、ふしぎ
なかたちをした世界の魔よけやおまじな
いが、きれいな写真で大集合！！

『ニッポン脱力神さま図鑑』
宮田 珠己 / 著

『世界の魔よけ図鑑』
三国 信一・土谷 輪 監修　本作り sola 編

那須野が原ハーモニーホールからのお知らせ 0287（24）0880

こんにちは。大田ワラオです。

まだまだ暑い日が続きますが、

体調に気を付けて元気に過ごし

ましょう。

チケット発売情報

ハーモニーホールフェスティバル
舞踊のつどい

ジャン＝フィリップ・メルカールト　オルガン・リサイタル
～オルガン・シンフォニーコンサートVol.10～

●日時
　令和６年２月12日㊊㊗
●参加条件
　大田原市および那須塩原市で活動する

文化活動団体やサークル（各種教室が
行う発表会に類するものは不可）

●参加費
　１団体3,000円
●申込期間
　９月15日㊎～30日㊏
※詳細はお問い合わせください

●日時
　10月14日㊏午後３時開演　大ホール
●チケット
▶全席自由1,000円（友の会900円）▶小中学生無料（要入場券）
※友の会会員を先着100名

までご招待（要予約）しま
す。

※小学生以上の入場となり
ます。

●出演
　パイプオルガン：ジャン=

フィリップ・メルカール
ト

●予定曲目
　J.S.バッハ ／ （J-P.メル

カールト編）：ゴルトベル
ク変奏曲　BWV 988

　P.ヒンデミット：ソナタ　
第2番　ほか

●友の会優先電話予約
　８月17日㊍から
●一般発売
　８月19日㊏から

参加団体募集

臨時休館のお知らせ

８月 13 日㊐～ 15 日㊋は館内作業のため

臨時休館とさせていただきます。

大田原図書館  　0287（23）4560 通年 9:00～19:00
黒羽図書館　  　0287（59）0855 平日 9:30～18:30 ㊏㊐㊗ 17:30 まで
湯津上図書室  　0287（98）7037 通年 9:00～17:00

Ⓒ K.Miura
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休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午前９時30分～午後４時30分
※７・８月は午後５時まで開館（入館は午後４時まで）

自然観察館だより
■世界のカブト・クワガタ展…好評開催中！
　毎年夏恒例の同展では多数の標本展示と 20 種近く
の生体展示で世界のカブトムシとクワガタムシを紹介
しています。中でも生きている姿をそのまま見ること
ができる生体展示コーナーは、大変人気です。今回は、
ネプチューンオオカブト、
サタンカブト、セアカフタ
マタクワガタなど、珍しい
カブトムシやクワガタムシ
を多数展示して言います。
この夏、本物をぜひ目に焼
き付けてください。
■オオムラサキ第 1号
　自然観察館ではオオムラサキの幼虫を５月下旬から
展示し、観察してきました。６月２日にさなぎにな
り、17 日早朝、ついに羽化しました。今年第１号です。
６月下旬から７月にかけ
て次々と羽化し、ふれあ
いの丘の自然の中へと飛
び立っていきました。
※自然観察館HPの【自然
観察館だより】において、
成虫までの記録を公開し
ています。

■自然観察会報告③…早起き探鳥会
　６月 17 日㊏、午前５時、静けさに包まれたふれあ
いの丘で探鳥会を行いました。天候にも恵まれ、ウ
グイスやキジバト、ヤマガラ、ホオジロなど、全部で
23 種の野鳥を観察するこ
とができました。中には
この探鳥会では初めてカ
ワセミも観察することが
でき、とても充実した時
間となりました。
■自然観察会報告④…ヘラクレスオオカブト幼虫教室
　６月 24 日㊏、那須塩原市動植物調査研究会長・君
島章男先生を講師にお招きして第４回自然観察会「ヘ
ラクレスオオカブト幼虫教室」を行いました。実際に
ヘラクレスオオカブトの幼虫を手にして、正しい育て
方や生態について学びました。今回の幼虫が羽化して
成虫になるのは令和６年８月頃です。立派な成虫にな
りますように。

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午後１時30分～９時
　　　　　　（入館は午後８時30分まで）

天文館だより
■星空情報■

【８月31日は特別な満月です】
　月の満ち欠けは約29.5日の周期です。そのためほぼ
１か月に１回は満月を見ることができます。しかし今
月は何と、２日と31日の２回、満月を見ることができま
す。
　月に２回見られる満月を“ブルームーン”と言い、さ
らに31日は一年のうち地球に最も近い満月“スーパー
ムーン”でもあります。
　月は地球の周りを回っていますが、正しく円を描い
ているのではなく、少し楕円軌道をしています。そのた
め、満月の大きさはその時々の地球からの距離によっ
て異なります。今年一番遠い満月は２月６日の満月で
した。
　距離の違いは見かけの大きさや明るさの違いを生み
ます。２月の満月と今月31
日の満月を比較してみると、
31日は直径が1.14倍大きく、
明るさは1.3倍も明るくなり
ます。
　次のブルームーンは令和
８年５月31日まで待たなけ
ればなりません。ぜひ天文
館で今月の特別な満月をお
楽しみください。

■主なイベント（９月）■
①街角観望会３（太陽を見よう）
●日時　９月３日㊐午後１時～４時
●場所　道の駅　那須与一の郷
●内容　どなたでも自由に観望できます。
②天の川を見よう（土星も見られる）
●日時　９月８日㊎～ 10 日㊐、15 日㊎、17 日㊐、18
日㊊午後８時 10 分～９時

●内容　夏の大三角から天の
川に沿って星座や天体を観
望します。土星も見られま
す。
③写真撮影会（天の川）
●日時　９月 16 日㊏午後７時 10 分～９時
●内容　さそり座やいて座、はくちょう座などにカメ
ラを向けます。
④月撮影会６（ホームビデオ・一眼カメラで月を撮影
しよう）
●日時　９月 24 日㊐午後８時 10 分～９時
●内容　お手持ちのビデオカメラや一眼カメラで月や
クレーターなどを撮影します。
⑤「中秋の名月」を見よう
●日時　９月 29 日㊎午後７時 10 分～９時
●内容　満月の「中秋の名月」が楽しめます。

詳細は天文館HPをご覧ください

  0287（28）3251

 0287（28）3254

満月（天文館）

夏の大三角と天の川（天文館）

詳細は自然観察館HPをご覧ください

体県立県北体育館黒黒羽庁舎湯湯津上庁舎本本庁舎

セアカフタマタクワガタ
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nap htawaraスナップおおたわら

芭蕉の里くろばね紫陽花まつり
～ 満開のアジサイに囲まれて ～6/24

優良建設業者を表彰
～ 令和５年度大田原市優良建設業者表彰式 ～6/27 秋田マテリアル株式会社からの寄附

～ 文化財を活用した地域づくりのために ～6/26

勝城蒼鳳氏を偲ぶ特別展示会
～ 生前に思いを馳せる ～7/1 地域住民の安心・安全のために

～ 安心生活見守り事業に関する協定の締結 ～6/29

小学生相撲教室
～ 地元出身力士の胸を借りる ～6/18

　秋田マテリアル株式会社（秋田県にかほ市）から、昨
年に続き２回目となる企業版ふるさと納税による寄附
をいただきました。秋田マテリアル株式会社は那須マ
テリアル株式会社（北金丸）の関連会社であり、本市の
文化財を活用した地域経済活性化の取り組みに賛同い
ただき、寄附をいただいたものです。

　約 6,000 株のアジサイが咲き誇る黒羽城址公園で、
芭蕉の里くろばね紫陽花まつりが開催されました。
　まつりの初日となったこの日、満開のアジサイに囲
まれた本丸跡にある文化伝承館ステージでは、太鼓や
お囃子などの郷土芸能や津軽三味線の演奏が披露さ
れ、市内外から多くの人が訪れました。

　大相撲の二子山親方（元大関 雅山）を講師にお招きし
市内の小中学生を対象とした相撲教室が開催されまし
た。
　地元市野沢小学校出身力士（小滝山、生田目）の胸を
借りて相撲の取組み体験が行われるなど、参加した児
童、生徒の笑顔が印象に残る教室となりました。

　令和４年度に工事を優秀な成績で完成させた建設業
者の表彰を行いました。
●土木部門：那須土木 株式会社
●建築部門：七浦建設 株式会社
●電気部門：大橋総設工業 株式会社
●機械部門：有限会社 野崎工業
●下水道部門：株式会社 青木建設、金澤建材 株式会社

　大田原市と栃木県ＬＰガス協会大田原支部は、高齢
者などの異変をいち早く察知し迅速に支援することを
目的として、安心生活見守り事業に関する協定を締結
しました。
　市では、130 以上の関係機関と力を合わせて、誰も
が安心・安全に生活できる社会の実現を目指します。

　本市名誉市民で重要無形文化財保持者（人間国宝）で
もあった勝城 蒼鳳 氏の特別展示会が開催されました。
　開会式典では、藤沼 昇 氏（名誉市民・重要無形文化財
保持者）をはじめ竹工芸関係者の皆様からお話をいた
だき、展示会場では、勝城氏の作品や使用していた道具
などを鑑賞しながら、思い出話に花を咲かせました。
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普及事業報告⑤
～自然観察会の開催～

　６月 18 日、『大田原市史資料集第２集 大田原市の自然』の刊行
記念事業として、大田原市史セミナー「自然観察会－お城の周り
を探検‼－」が開催されました。同書の執筆者の中から、伴 敦志 
先生（地形・地質）、中川 幸夫 先生（種子植物）、小川 浩昭 先生（魚
類）、髙橋 滋 先生（昆虫）、そして筆者（鳥類）の５名が講師を務め
ました。
　まず集合場所付近では、市学芸員が三日月堀の由来を、伴先生
が堀に水がたまる仕組みを解説し、「お城の周りを探検」の題にふ
さわしいスタートとなりました。二の丸へ向かう途中にウマノア
シガタが自生しており、その毒性について植物担当の中川先生が
説明すると、参加者がすぐにこれを食草とするジャコウアゲハの
幼虫を見つけました。今度はそれを受けて昆虫担当の髙橋先生が
説明を引き継ぎ、各分野が連携した生き物観察会となりました。
道中、夢中になって昆虫を追い、捕まえると先生を呼んで名前や
生態を聞く積極的な子ども達の姿がみられました。
　最後は蛇尾川の河川敷に下り、魚類調査をしていた小川先生や、
ともに調査をしていた那珂川北部漁業協同組合の職員、馬頭高校
水産科の生徒たちからの解説があり、皆さん真剣に耳を傾けてい
ました。この日、鳥類は蛇尾川の河川敷でさえずるオオヨシキリ
など、21 種類を観察できました。
　『大田原市史資料集第２集 大田原市の自然』を販売中
です。詳しくは、市HPにてご確認ください。（自然部会　
刑部 節）

市史編さんだより  vol.34

文化振興課　 ０２８７（４７）５０３１

あ！虫み～～～つけた！！

アオスジアゲハ、知っていますか？

　大田原人権擁護委員協議会、宇都宮地方法務局大田原
支局および市では、児童が協力しあって花を育てること
を通して、命の大切さや思いやりなどの人権感覚を身に
つけてもらうことを目的とした「人権の花」運動を実施
しています。
　今年度は、人権擁護委員が蛭田小学校、金丸小学校、
奥沢小学校を訪問し、児童にマリーゴールド、サルビア、
ベゴニアの苗を手渡ししました。児童からは、「いただい
た苗はみんなで協力して大切に育てます。」とのお礼の言
葉がありました。

思いやりの心を育てよう
～ 人権の花運動 ～6/2･9･15

nap htawaraスナップおおたわら

６月２日　蛭田小学校での贈呈式

６月 15 日　奥沢小学校での植栽６月９日　金丸小学校での贈呈式

Aug. 2023／
N

o.1313

馬頭高校のお兄ちゃんが、魚のこと教え
てくれたよ。



とちぎ子ども救急電話相談・子ども（おおむね15 歳未満）
【時間】㊊～㊏18：00～翌朝８：00　㊐・㊗８：00～翌朝８：00　　
　   ＃8000　または　　028（600）0099

夜 間 診 療【診療時間】毎日 19：00 ～ 21：30

とちぎ救急医療電話相談・大人（おおむね15 歳以上）
【相談時間】㊊～㊎18：00～22：00　㊏・㊐・㊗16：00～22：00
　　＃7111　または　　028（623）3344

那須地区夜間急患診療所
（中田原1081-4 ／那須赤十字病院 1 階）

　０２８７（４７）５６６３
●診療科目…内科・小児科
※那須赤十字病院と併設ですが、別の医療機関になります。

急な病気やけがで心配な時に

※大田原市の市外局番は「０２８７」です。携帯電話からかける際はご注意ください。

相談 日時 場所 問い合わせ

総
合
行
政

相
談

大田原地区 ８月21日㊊ 10:00～12:00 生涯学習センター

市情報政策課 本６階
（２３）８７００湯津上地区 ８月２日㊌

９月６日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター

黒羽地区 ８月８日㊋ 10:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

人
権

相
談

大田原地区 ８月21日㊊ 10:00～12:00 生涯学習センター
市政策推進課 本６階

（２３）８７１５湯津上地区 ８月２日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター

黒羽地区 ９月12日㊋ 10:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

心
配
ご
と

相
談

★大田原地区 毎週㊎　　   9:00～12:00 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会 （２３）１１３０

★湯津上地区 毎月第１㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター 　〃　湯津上支所 （９８）３７１５

　  ★黒羽地区 毎月第３㊍   9:00～12:00 社会福祉協議会黒羽支所 　〃　　黒羽支所 （５４）１８４９

広域無料法律相談（要予約） ８月10日㊍   13:30～16:30
トコトコ大田原３階
市民交流センター

市総務課 本６階
（２３）１１１１

※申込多数につき、お一人様年度内
１回限りとなります。

（予約受付：８月３日㊍～９日㊌）

市民無料法律相談（要予約） ８月24日㊍   13:30～16:00
（予約受付：８月17日㊍～23日㊌）

★公正証書無料相談（要予約） ㊊～㊎   　9:00～12:00
  13:00～17:00 大田原公証役場 大田原公証役場

（２３）０６６６

不動産無料相談会（要予約） ８月23日㊌　   13:30～15:30 不動産会館県北支部
（黒磯文化会館前）

（公社）宅建協会県北支部
０２８７（６２）６６７７

栃木県司法書士会
相続登記相談センター
（相続・遺言に関する相談、
１回30分程度）（要予約）

電話 第２・４㊏　  10:00～15:00
（予約受付：平日9：00～17：00） ― 相続登記相談センター（栃木県司法書士会）

０２８（６１４）１１２２

面談 予約時に各司法書士と調整
※要無料クーポン

無料クーポン、相続登記相談センター登録司法書士につい
ては、右の二次元コードからホームページをご覧ください。

自殺予防いのちの電話
フリーダイヤル

毎月10日 8:00～11日 8:00（24時間）
毎日午後4時～9時（５時間） ― フリーダイヤル

０１２０（７８３）５５６

★がん相談支援 　㊊～㊎    9：30～12：30
13：30～16：30 那須赤十字病院

相談室３
那須赤十字病院がん相談支援センター

０８０（７５７６）２６５５
   第１・３㊏   9：30～11：30

★生活困窮者の相談支援 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会
（２３）１１３０

★ＤＶ（配偶者等暴力）・離婚
に関する相談窓口（要予約） 　㊊～㊎　　           9：00～16：00 市子ども幸福課 市子ども幸福課 本３階

（２３）８７９２

教育支援相談会（要予約）
※小中学校への就学相談です

８月22日㊋
８月28日㊊
９月６日㊌

9：00～12：00
13：00～17：00
13：00～17：00  

市役所本庁舎４階 市学校教育課 本４階　
（２３）３１２５

★不登校・いじめなどに関
する相談窓口（電話相談可） 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市教育支援センター 市教育支援センター（大志館すばる内）

（２２）５８８４

★…祝日・年末年始を除く。各種相談

事前に当番医療機関に電話してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる場合があります。【診療時間】9：00 ～ 17：00休日当番医

月 日 当番医名 所在地 電話

８
月

６日㊐ 車田医院 大豆田 457-24 　（54）0062

11日㊎ だいなリハビリクリニック 紫塚3-2633-12 　（20）3102

13日㊐ 江部医院 黒羽向町 60 　（54）0013

14日㊊ 松井医院 城山 1-2-3 　（22）2067

月 日 当番医名 所在地 電話

８
月

15日㊋ 青柳医院 中央 2-1-2 　（22）2122

16日㊌ 吉成小児科医院 新富町 2-1-22 　（22）2412

20日㊐ 小林内科外科医院 富士見1-1606-265 　（23）8870

27日㊐ くろばね齋藤醫院 黒羽田町612 　（54）0031



㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏
30 31 8/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 9/1 2

3 4 5 6 7 8 9

８月　生活カレンダー
くらし情報館開館日健：各種健康相談相：各種相談 納：各種納期限 図：図書館休館日医：休日当番医

新型コロナウイルス感染症の影響により
掲載事業が中止・延期となる場合があります
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメー
ルなどでお知らせします

■日時…８月17日㊍ 午前９時30分～10時30分
■電話番号…0120-188911（固定電話専用）

市長さん
※指定日時以外や携帯電話からのお
　電話は随時下記でお受けします。

 情報政策課　本６階
０２８７（２３）８７００

医 くろばね齋藤醫院
 0287（54）0031

医 車田医院
 0287（54）0062

健 乳幼児健康相談

健 もの忘れ相談

健 おたっしゃクラブ図 大田原・湯津上

相 心配ごと（湯津上）

相 法律（広域）

相 法律（市民）

健 心の健康相談室

健 心の健康相談室

医 なすのがはら
クリニック
 0287（28）1151

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（黒羽）

相 心配ごと（大田原）

相 不動産

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館くらし情報館

相 相続登記・遺言

相 いのちの電話

相 教育支援相談

相 教育支援相談

相 教育支援相談相 行政・人権（大田原）

相 行政（黒羽）

相 行政（湯津上）

健 こころの病を理
解するための家
族教室

健 フレイル予防・
栄養相談

与一太鼓定期演奏会
   （11：00 ～）

那須与一伝承館
0287（20）0220

健 精神保健福祉
クリニック

もしもし市長さん

図 大田原・湯津上
黒羽

図 大田原・湯津上

図 黒羽

図 黒羽

山の日

納 市県民税（２期）

納 国民健康保険税
（２期）

納 後期高齢者医療
保険料（２期）

納 介護保険料（２期）

医 だいなリハビリ
クリニック
 0287（20）3102

医 江部医院
 0287（54）0013

医 松井医院
 0287（22）2067

医 吉成小児科医院
 0287（22）2412

医 青柳医院
 0287（22）2122

医 小林内科外科
医院
 0287（23）8870

くらし情報館

健 乳幼児健康相談
健 もの忘れ相談

相 心配ごと（湯津上）

健 ６～７か月の
赤ちゃん教室

医 木戸内科
クリニック
 0287（20）3200

相 心配ごと（大田原） くらし情報館相 行政・人権（湯津上）

健 こころの病を理
解するための家
族教室

納 固定資産税・都市
計画税（２期）

納 国民健康保険税
（１期）

納 後期高齢者医療
保険料（１期）

図 大田原・湯津上

くらし情報館

月１回、市長が皆さまからのご意見、
ご要望をお聴きします。

もしもし 大田原市へのお問い合わせ
市　の専用フォームから、いつでも
市にお問い合わせができます。
詳しくはリンク先をご覧ください。

HP

相 相続登記・遺言

納 介護保険料（１期）



 

開館時間：10：00 ～ 15：00（開館日はカレンダーでご確認ください。）
くらし情報館 くらし情報館（大田原市くらしの会／中央１-２- 14）　　０２８７（２２）３９０３

ゆずりたい ゆずってほしい
●お子さん向け　歩行器・ベビー用いす・子供用スキーウェア
上下（140㎝）・学習机（椅子なし）・ゆりかご・ベビーカー・お
まる・ベビーバス（浴槽）・ベビー遊具（１～２歳用）

●家具・インテリア・家電製品・楽器など　額縁（大・中・小・17
枚）・座卓（120cm×88cm）・座卓（150cm×90cm）・システム
ベッド（タンスと机付き）・タンス（和・洋）・シングルベッド

（大人）・トイレの手すり（未使用）・照明器具（４点）・エレク
トーン・パソコンデスク（スチール木版・キャスター付き）

●制服・体操着など　大田原小学校《体育着（120 ～ 130㎝）》・金
田北中学校《男子制服（180㎝）》・大田原中学校《男子制服（170㎝）》

●その他　塗鉢（数個）・スキーウェア上下（男・女）・スキー用
品一式（男）・鎧・兜（ケース入り）・柔道着（白）・防災頭巾・５
月人形セット（兜・弓矢・ケース入り）・ひな人形７段飾り・茶
箱（３個）・囲碁セット・ひな人形（ケース入り）・たん吸引器

●お子さん向け　男子用自転車（22 インチ）・ベビーベッド・
チャイルドシート

●家具・インテリア・家電製品・楽器など　電動ミシン（ポー
タブル）・ステレオ・自転車（ママチャリ）・大人用自転
車・掃除機・キーボード（楽器）・家具調こたつ（120cm ×
90cm）・シングルベッド（木製）・電動自転車

●制服・体操着など　若草中学校《女子制服（M・160㎝）》・若
草中学校バレー部《ウインドブレーカー・シューズ》・大田
原小学校《体育着（150 ～ 160cm）》

●その他　マウンテンバイク・かなめ焼き・農業用パイプハ
ウス・ベンチコート（160㎝）・墨すり機・車いす・スキー
板 &ブーツ（25cm） （登録状況：７月11 日現在）

各種二次元コード
土日祝日・夜間の
水道管漏水の連絡先

大田原市の人口

市Twitter市ホームページ

よいちメール インフラ不良箇所
通報メール

市Youtube

道路や公共施設・上下水
道などの不良個所を見つ
けたときは、「インフラ不
良箇所通報メール」から
お知らせください。

【人口・世帯数（前月比）】
　■人口 70,594 人（-74）
　　　男 34,661 人（-37）
　　　女 35,933 人（-37）
■世帯数 30,573 世帯（±0）
「毎月人口調査」を基に

掲載しています。

R5.6.1 現在 　 大田原管工事工業協同組合

　 ０９０（７２３４）４４６２
※連絡先が全地区統一となりました。

※本管漏水工事のための待機業者で
あるため、宅地内漏水は対応でき
ない場合があります。

市Facebook

消費生活センターからのお知らせ
大田原市消費生活センター　 ２階
０２８７（２３）６２３６

平日 9：00～12：00､13：00～16：00
消費者ホットライン  １８８

液体をそのまま捨てることはできません 問生活環境課　　２階　　０２８７（２３）８７０６本

　先日、もやせるごみの収集中に、ごみ袋が破裂し、作業
員が入っていた液体を浴びてしまう事故が発生しました。
　薬品や油など、液体は、そのままではごみステーション
に出すことも、広域クリーンセンター大田原に搬入するこ
ともできません。重大な事故につながる可能性もあります
ので、正しい方法で処分してください。

【液体の処分方法の例】
・販売店、メーカー、廃棄物収集運搬業者など、専門業者

に処分の相談をする。
 ・布や紙に染み込ませ、乾かし、もやせるごみに出す（少量

の灯油など）。
 ・ 市販の凝固剤などで固め、もやせるごみに出す（食用油な

ど）。
※製品により、適した処分方法があります。誤った方法で

処分すると危険ですので、不明な場合は、メーカーにお
問い合わせください。

●ごみの分別については、「家庭ごみの出し方ガイド」や、「お
おたわらクリーンナビ ( 二次元コード )」、「ごみ
分別収集カレンダー」をご覧ください。

　スマートフォンで化粧品『１回限り５００円』の広告を
見て安いと思い購入した。商品が届き開封したところ、商
品と明細書が同封されていて明細書には定期購入と書かれ
ていた。２回目以降の代金は約１万円との記載があり、慌
てて業者に電話をかけ１回限りで注文したと伝えたところ

「申し込み時に定期購入で注文されている」と言われた。解
約したいと伝えたら解約料５，０００円を請求された。
　このように１回限りの購入が、定期購入になっていたと
の相談が数多く寄せられています。
　通信販売は購入先の利用規約に従うことになりますので、
購入する前に必ず利用規約を確認しましょう！

■化粧品『１回限り５００円』など価格の安いネット広告にご注意！
定期購入の確認ポイント
①１回限りの購入ですか？
　「定期」「自動更新」「○か月コース」などの表示があれば
２回目以降も届きます。

②２回目からはいくらですか？
③解約の方法と条件は？
　上記①から③の内容は、最終確認画面で明確に表示しな
ければなりません。トラブルを避けるためにも申込確認画
面や最終確認画面、利用規約はスクリーンショットを残し
ておきましょう。
　困ったときは早めに消費生活センターにご相談ください。



※子育て支援センター・つどいの広場・子育てサロンは、事前予約制（定員あり）となります。
休館日が変更になることもありますので、最新情報はホームページなどを確認するか直接お問
い合わせください。

子育て支援情報

■ファミリーサポートセンター
　（保育課内）
　　０２８７（２３）８７３９
　子育ての手助けをしたい・して
ほしい方が会員となり、地域で子
育てを支え合う組織です。

■一時保育センター（子ども未来館内）　
 ０２８７（２２）２８１３
▶開設日時：９:00 ～ 17:00
　（休館日を除く）
▶対象：４か月～就学前の健康な
　乳幼児（市外の方を含む）
▶料金：１時間 300 円
　  （市外の方は 500 円）
※１回４時間、月５回まで。
　事前申込が必要。（一定要件あり）

つどいの広場 さくやま トコトコ
場所 旧さくやま保育園 子ども未来館

開設日時 ㊊・㊌・㊎・第４㊏
9：00 ～ 11：30 ／ 12：00 ～ 14：00

㊊～㊎　
9：00 ～ 11：30 ／ 12：45 ～ 15：00

休館日 － 8/3㊍PM、4㊎、7㊊、8㊋AM、29㊋PM

子育てサロン かねだ のざき かわにし
場所 金田北地区公民館 うすばアットホーム 川西高齢者ほほえみセンター

開設日時 ㊋９：00 ～ 12：00 ㊍９：00 ～ 12：00 ㊌９：00 ～ 12：00
休館日 8/15㊋ 8/3㊍、10㊍、17㊍、24㊍ 8/16㊌

病児・病後児保育 病後児のみ　※要登録 病児・病後児　※要登録
施設 保育園ベビーエンゼル 国際医療福祉大学　金丸こども園

利用時間 ㊊～㊎８：00 ～ 18：00
料金（１日） 病児　2,000 円／病後児　500 円
予約電話 　　 （２２）８８３４ 　　 （４８）６６１０

子育て支援センター しんとみ ゆづかみ すくすくきっず（くろばね） ひかり
場所 しんとみ保育園 ゆづかみ保育園 くろばね保育園 ひかり幼稚園
電話 　 （２２）５５７７ 　 （９８）３８８１ （５９）１０７７ 　 （２３）５５３３

開設日時
㊊～㊎

９：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00

㊊～㊎
９：00 ～11：30
13：00 ～ 15：30

㊊～㊎
９：30 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00

㊊～㊎
９：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

休館日 8/22㊋ 8/3㊍PM、14㊊、15㊋、22㊋ 8/14㊊、15㊋、16㊌、22㊋

保健に関する教室・相談

教室・相談 日時 場所 内容 持ち物など 問い合わせ

乳幼児健康相談 ８月２日㊌
９月６日㊌ ９:30～11:15 大田原市

福祉センター
計測や

育児相談など 母子健康手帳
子ども幸福課 本３階

（２３）８６３４６～７か月の
赤ちゃん教室 ８月３日㊍ ９:40～11:30

（受付９:20～） トコトコ大田原 計測、赤ちゃんの
育ち、離乳食の進め方 ※要予約

おたっしゃクラブ ８月23日㊌ ９:30～11:30 本庁舎１階
市民協働ホール

高齢者向けの
運動や講話 ※要予約 高齢者幸福課 本３階

（２３）８９１７

もの忘れ相談 ８月３日㊍
９月７日㊍ 10:00～12:00 本庁舎３階相談室５ もの忘れなどの相談 ※要予約 高齢者幸福課 本３階

（２３）８７５７

フレイル予防・栄養相談 ８月23日㊌ ９:30～11:00 本庁舎１階控室 高齢者向けのフレイ
ル予防栄養相談 ※要予約 健康政策課 本３階

（２３）７６０１

心の健康相談室 ８月８日㊋
８月22日㊋ 13：30～16:30 本庁舎３階

303会議室 カウンセリング ３日前まで
に要予約

健康政策課 本３階
（２３）８７０４

こころの病を理解
するための家族教室

８月４日㊎
９月１日㊎

13：30～15：30 県北健康
福祉センター

座談会
※要予約 県北健康福祉センター

（２２）２２５９精神保健福祉
クリニック ８月９日㊌ 心理職への

個別相談
薬物問題をお持ち
の方の家族の集い ９月14日㊍ 13：30～15：30 県北健康

福祉センター 座談会 ※要予約 県北健康福祉センター
（２２）２３６４

●受付時間 …午前中
※混雑を避けるため受付時間は割振りさせていただきます。
●「特定健診」または「後期高齢者健診」を受診する方は、「保

険証」と「特定健康診査受診券」を持参してください。
●市民健康診査および国民健康保険の人間ドック・脳ドック

で受診した項目は、年度内に重複して受診することはでき
ません。

●申し込みはインターネット・電話・ＦＡＸ・郵便などで
随時受け付けています。

●70歳未満の方のがん検診などについては、費用の一部自
己負担があります。

※日にちの✿マークは女性のみが予約できる日です。

　　健康政策課　　３階　　０２８７（２３）７６０１本

日にち 場所 予約者数
　８月４日㊎ 大田原東地区公民館 １１７人
８月21日㊊ 金田北地区公民館 ９６人

✿８月26日㊏ 大田原東地区公民館 １０８人
８月27日㊐ 生涯学習センター ２０４人
９月１日㊎ 大田原東地区公民館 １２８人

日にち 場所 予約者数
✿９月２日㊏ 生涯学習センター １６３人
✿９月７日㊍ 大田原東地区公民館 １３８人
９月10日㊐ 湯津上庁舎 ８５人
９月20日㊌ 黒羽保健センター １０２人
９月23日㊏ 生涯学習センター １５６人

集
団
健
康
診
査  

予
約
状
況（
７
月
11
日
現
在
）


	P01
	P02
	P03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08
	P09
	P10
	P11
	P12
	P13
	P14
	P15
	P16
	P17
	P18
	P19
	P20
	P21
	P22
	P23
	P24
	P25
	P26
	P27
	P28
	P29
	P30
	calendar

